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本書について 

 

平塚市では、平塚の環境を守り育てていく指針として「平塚市環境基本計画」を策定し、地球

温暖化防止や自然環境の保全等につながる施策の取組を進めています。 

環境基本計画では、毎年度、前年度における施策の実施状況について評価・点検を行い、計

画に位置づけた施策の着実な推進を図ることとしており、この度、環境基本計画（事業計画後

期）に位置付けられた 202５年度の施策・事業の進捗状況及び事業計画後期のまとめを報告し

ます。 
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平塚市環境基本計画について 

 

 「平塚市環境基本計画」（2017 年 3 月策定）は、環境の保全と創造に関する施策を総合かつ

計画的に推進する上での基本となる計画です。この計画に基づき、平塚市では、市民・事業者・

市が協働でさまざまな取組を進めています。 

 

1 計画期間 

  「平塚市環境基本計画」（2017 年 3 月策定）は、計画期間を 2017 年度から 2026 年度ま

でとし、2021 年度には策定から５年間を振り返るとともに、本市を取り巻く状況等を踏まえ、

「平塚市環境基本計画中間見直し」を２０２２年３月に策定しました。また、中間見直しの策定

に併せて事業計画後期を策定し、2022年度から2025年度まで施策・事業を推進してきま

した。 

 

2 環境基本計画のめざすもの 

（1）めざすべき環境像 

  環境基本計画では、市民、事業者、市の三者が共通の認識を持って環境の保全と創造に取り

組むために、「めざすべき環境像」を次のとおり掲げました。 

 
 

 

（2）3 つの基本方針 

めざすべき環境像の実現に向けて、環境の保全と創造に取り組んでいくため、3 つの基本

方針を設定しました。そのため、計画に位置付けられるすべての施策は、3つの基本方針を尊

重して進め、基本方針の理念に沿って施策を実現していくことで、めざすべき環境像の実現

を図りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地球にやさしい、自然にやさしい、人にやさしいまち ひらつか 

1 環境保全・創造への参加と協働 

市民・事業者の自発的かつ積極的な参加と

市を含めた三者の協働により、将来の世代に

継承すべき環境の保全と創造をたゆみなく

行います。 

2 自然と人との共生の確保 

丘陵、里山、農地、河川、海などの豊かで

身近な自然を大切にするとともに、これらの

自然とのふれあいを図り、自然と人との共生

を図ります。 

3 地球にやさしい社会の実現 

日常生活や事業活動の中で環境への負荷

を低減し、大気、水、資源などの物質循環シ

ステムの確立や低炭素社会の実現を推進し

ます。 



4 

（3）重点テーマ 

 めざすべき環境像の実現に向けて、基本方針に沿って、環境の保全と創造を推進していくた

めには、分野別の施策を、それぞれ個別に取り組むのではなく、施策どうしを連関させて庁内の

関係部署が横断的に取り組むとともに、市民と市、事業者と市等のように各主体が連携し、施

策を総合的に推進していくことが必要です。このように、施策を総合的に推進することで、より

良いまちづくりに寄与するよう、多角的な視点を持って取り組みました。 

 3 つの基本方針を、より具体的に施策に反映させるため、本市の主要課題を踏まえて、多岐に

わたる施策の中でも特に重点的に取り組む 3 つの重点テーマを設定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）平塚市環境基本計画（2017 年～2026 年）別冊 

 2022 年 4 月に施行された「改正地球温暖化対策推進法」の趣旨に添うために、現行の「平塚

市環境基本計画」に盛り込まれていない再エネ利用促進等の施策と施策の実施目標の設定等

を定めた「平塚市環境基本計画（2017 年～2026 年）別冊」（以下「別冊」という。）を策定しま

した。 

 

 

 

 

重点テーマ 1： 

「環境市民」が活躍する地域づくり 

基本方針 1： 

環境保全・創造への 

参加と協働 

 
多様な環境保全・創造に向け、多様な主体による取組を

推進するため、「環境市民」の活動の輪を広げます。 

重点テーマ 2： 

自然環境が有する機能・魅力の活用 
基本方針 2： 

自然と人との共生 

の確保 

環境基本計画の基本方針 3 つの重点テーマ 

自然環境の保全を進めるとともに、自然を活用していく

ことで、自然と人との共生を図ります。 

重点テーマ 3： 

低炭素社会・循環型社会の形成による持続可能な社会 
基本方針 3： 

地球にやさしい 

社会の実現 
低炭素社会、循環型社会の形成に向け、まちづくりを進

めます。 
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3 施策の体系 

環境基本計画では、「生活環境分野」、「自然環境分野」、「都市環境分野」、「地球環境分野」及

び「環境保全活動等」の施策を定めました。別冊の策定に伴い施策を追加しました。（※は追加し

た施策） 

めざすべき環境像の実現を目指し、各施策は、基本方針の理念を尊重して取り組みました。 

分 野 施策の柱 施  策 

1 安全な生活環境を確

保します 

(生活環境分野) 

1－1 大気環境・水環境を保全します ・大気環境の保全対策の促進 

・水環境の保全対策の促進 

1－2 安全で快適な生活環境を確保します ・化学物質対策の促進 

・土壌汚染・地下水汚染への対応 

・騒音・振動・悪臭・地盤沈下に対する取組 

2 自然環境を保全・再生

します 

(自然環境分野) 

2－1 生物多様性を保全します ・生物多様性の保全対策の推進 

2－2 里山を保全・再生します ・里山の保全・再生とふれあいの推進 

2－3 水辺の自然を再生しす ・川や海の自然環境の再生とふれあいの推進 

2－4 農地を保全・活用します ・農業の活性化、農業とのふれあいの推進 

・環境に配慮した農業の推進 

3 快適な都市環境を保

全・創造します 

(都市環境分野) 

3－1 うるおいとやすらぎのあ 

るまちをつくります 

・みどりのネットワークの形成 

・さわやかで清潔なまちづくりの推進 

・平塚らしい景観のあるまちづくりの推進  

3－2 環境共生型のまちをつくります ・環境共生モデル都市の形成 

・交通の円滑化の推進 

３－３ 気候変動に適応したまちをつくります ・ヒートアイランド対策の推進 

・風水害対策の強化 

・熱中症対策の推進 

4 地球環境保全へ貢献

します 

(地球環境分野) 

4－1 脱炭素社会の実現に向けて取り組みます ・脱炭素社会に対応するライフスタイルの普及促進 

・再生可能エネルギーや高効率な省エネルギー機器

等の導入促進 

・市の事業活動における環境への配慮 

・官民連携・自治体間連携の構築 ※ 

4－2 循環型社会の実現に向けて取り組みま

す 

・廃棄物の発生抑制・資源化・適正処理の推進 

・不法投棄防止対策の推進 

5 市民・事業者等による環

境保全活動を促進します 

(環境保全活動等) 

5－1 環境教育・環境学習を推進します ・幼稚園・小中学校などにおける環境教育の充実 

・地域における環境教育・環境学習の充実 

5－2 市民等の取組や連携を支援します ・市民活動や企業の取組に対する支援 
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4 年度ごとの進行管理方法 

（1） 計画の点検・評価及び公表について 

① 担当課による自己点検 

・ 前年度に実施された施策の実績、自己評価、自己評価の説明を報告 

・ 前年度に実施された施策の実績、自己評価をもとに課題を抽出 

・ 当該年度に実施する施策の計画を報告 

 

② 平塚市環境審議会による点検 

        ・ 担当課による自己点検をもとに計画の進行状況を確認・点検 

   ・ 点検結果をもとに計画の進行状況を評価 

 

③ 市民意見の反映と対応状況の公表 

      ・ 担当課、平塚市環境審議会による点検に関する資料及び環境審議会議事録を平塚市

ウェブサイト上に公表 

   ・ 計画の進行状況等について寄せられた市民意見については、今後の計画推進に反映 

 

 ④ 年次報告書の作成 

        ・ 担当課、平塚市環境審議会による点検に関する資料を年次報告書としてまとめ、 

          関係機関等に配付し、平塚市ウェブサイト上に公表 

 

（2） 計画等の見直しについて 

① 計画の点検・評価をもとに施策の進め方や計画、事業計画を見直し 

② 見直しをする際には、環境審議会に報告し、意見を聴取 
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【評価基準】 

数値目標がある場合 数値目標がない場合

達成率１００％超 目標を超える実績が得られた場合 5

達成率８０％以上１００％以下
目標を達成した場合
目標達成と同等と考えられる実績が得られた場合 4

達成率５０％以上８０％未満 概ね計画どおり事業が進展したが、目標を達成できなかった場合 3

達成率１０％以上５０％未満 あまり事業が進展せず、目標を達成できなかった場合 2

達成率１０％未満
目標値を著しく下回った場合
計画上事業を実施する予定であったが、実施できなかった場合 1

その他
方針を変更又は廃止した場合
未実施又は実績等がでておらず評価できない場合

―

評価

実績値、実施内容に対する評価

評価基準

 

 

【重点施策の見方】 
（重点施策は、当該年度目標値に対する実績と評価、評価の説明や課題等を記載しています。） 

○ 分野 

○－○ 施策の柱 

●施策 

（重点施策） 

施策の内容○ 

№ 

個別施策 事業計画 

個別施策の内容を記載しています。 事業計画の内容を記載しています。 

指標 

評価の指標を記載しています。 

年度 ２０２２年度 ２０２３年度 ２０２４年度 ２０２５年度 

目標 ●●％ ●●％ ●●％ ●●％ 

実績 ●●％ ●●％ ●●％ ●●％ 

２０２５年度事業計画 ２０２５年度事業実績 

２０２５年度事業計画を記載しています。 ２０２５年度事業実績を記載しています。 

評価の説明や課題等 

2025 年度評価 

評価の説明や課題等を記載しています。 

２０２５年度の目

標に対する達成

状況を「1～5」、

「－」で評価 

２０２２年度～２０２５年度のまとめ 

後期事業計画（２０２２年度～２０２５年度）のまとめを記載しています。 

 

進捗状況点検結果の見方について 
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【個別施策の見方】 

（個別施策は、当該年度計画と実績、評価、評価の説明や課題、２０２２年度～２０２５年度のまとめ等を記

載しています。） 

※施策の内容 

№ 
個別施策 

２０２５年度計画 ２０２５年度実績 
２０２５年度評価 ２０２２年度～２０２５年度の

まとめ 事業計画 説明 

施 

策 

№ 
環境基本計画

事業計画から

転記 

２０２５年度計画

を記載 

２０２５年度実績

を記載 

〈評価〉 

２０２５年度の計画に

対する達成状況を「1

～5」、「－」で評価 

後期事業計画（２０２２年度～

２０２５年度）のまとめを記載

しています。 

環境基本計画

事業計画から

転記 

評価の説明や課題等

を記載 

※２０２４年３月に策定した「平塚市環境基本計画別冊」の施策については、施策 No.を「別-〇」と表記します。 

 

【評価の方法について】 

・重点施策、個別施策の評価をもとに、施策分野ごとに評価をします。 

・個別施策の評価は、当該年度計画に対する達成状況を「1～5」、「－」で評価します。 

・重点施策についても個別施策の 1 つとして評価します。 

・「施策の分野」の評価は、「施策の分野」に位置付けられている個別施策の評価の平均値とします。(小数

点第 2 位を四捨五入) 

・方針を変更又は廃止した場合や未実施又は実績等がでておらず評価できない場合は、評価を「－」とし、

評価対象から外しています。 

・「施策の分野」は、施策分野全体の評価の説明を記載します。 
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計画全体の評価 

 

事業計画後期（２０２２年度～２０２５年度）の総合評価 

めざすべき環境像である「地球にやさしい、自然にやさしい、人にやさしいまち ひらつか」の

実現に向けて、市民・事業者・行政の三者で連携し取組を推進してきました。ツインシティ大神地

区において、まちびらきができたこと、市民や団体とともに自然環境保全活動や環境意識の醸

成を進められたこと、また、生活環境の基盤を維持するため法令に基づく市の役割を着実に果

たしたことにより、計画期間全体としての評価は「４．１」となりました。 

今後も本事業計画で掲げた分野の取組を継続して推進していくとともに、特に地球環境分野

で推進してきた脱炭素化社会の実現を目指す取組については環境に係る他分野の施策とも深

く関連することから、より一層推進していく必要があります。 

 

施策分野別の各年度のごとの評価は次のとおりです。 

施策分野 ２０２２年度 ２０２３年度 ２０２４年度 ２０２５年度 評価 

1 安全な生活環境

を確保します 

（生活環境分野） 

4．1 4．1 4．1 4．1 4．1 

2 自然環境を保全・

再生します 

（自然環境分野） 

４．１ ４．１ ４．１ 4．1 4．1 

3 快適な都市環境

を保全・創造します 

（都市環境分野） 

４．０ ４．１ ４．１ ４．１ ４．１ 

4 地球環境保全へ

貢献します 

（地球環境分野） 

３．９ ４．０ ３．９ ３．９ ３．９ 

5 市民・事業者等に

よる環境保全活動を

促進します 

（環境保全活動等） 

4．２ 4．３ 4．４ 4．１ ４．３ 

平均 ４．０ ４．１ ４．１ ４．０ ４．１ 
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施策分野 ２０２２年度～２０２５年度のまとめ 

 

1 安全な生活環境

を確保します 

（生活環境分野） 

「安全な生活環境を確保します」を掲げ、日常生活や事業活動から生じる

大気汚染や水質汚濁などの防止に取り組み、重点施策である「大気汚染状

況」の監視測定は、大部分の項目で環境基準を満たしました。 

本分野は、市民が快適に生活する上での基本事項であることから、今後も

現状の維持又は向上を目指します。また、騒音、振動、悪臭、地盤沈下及び地

下水汚染についても定期的に現況の調査・把握を行うなど、継続して取り組

む必要があります。 

2 自然環境を保全・

再生します 

（自然環境分野） 

「自然環境を保全・再生します」を掲げ、里山や水辺の自然を保全・再生し

「自然と触れ合う場」として活用する取組を進めました。重点施策である自

然観察会や里山保全活動は、計画で毎年目標とした人数を上回る参加者数

があり、市民に対する野生生物への理解や里山の保全活動を促進しました。 

引き続き、生物多様性に配慮しながら自然環境の保全を行うとともに、有

害鳥獣や外来生物への対策に取り組む必要があります。 

3 快適な都市環境

を保全・創造します 

（都市環境分野） 

「快適な都市環境を保全・想像します」を掲げ、交通ネットワークの環境負

荷軽減や景観づくり、ポイ捨て・不法投棄対策等を推進することで、生活の

質の向上を目指し取組を進めました。重点施策であるツインシティの土地区

画整理事業や自転車利用の環境整備を行うとともに、気候変動へ適応する

ための防災意識の向上や熱中症予防への啓発の取組を進めました。 

 本分野は生活環境や地球環境にも影響があるため、他分野への関連性を

意識しながら今後も取組を進める必要があります。 

4 地球環境保全へ

貢献します 

（地球環境分野） 

「地球環境保全へ貢献します」を掲げ、家庭や事業所での再エネ・省エネ設

備等の導入促進や、環境に配慮したライフスタイルの普及促進を図る取組を

進めました。重点施策である高機能住宅の普及促進では補助利用件数が

年々増加しました。また、循環型社会の実現に向け、５R の推進による廃棄

物の発生抑制、資源化及び適正処理の取組を進め、資源化率は目標達成に

は至りませんでしたが、市民一人一日当たりのごみ排出量は減少しました。 

  地球温暖化による気候変動は、気温の上昇や風水害の激甚化による生活

環境や経済活動など社会全体への影響が大きいことから、より一層取組を

進める必要があります。 

5 市民・事業者等に

よる環境保全活動を

促進します 

（環境保全活動等） 

「市民・事業者等による環境保全活動を促進します」を掲げ、市民活動団体

による環境保全のための活動が展開されるとともに、環境教育による子ど

もの環境意識の醸成を目指し、取組を進めました。重点施策である市民活動

団体等と連携した出前講座や、わかば環境 ISO の取組を実施し、幅広い世

代の市民が参加しました。 

 引き続き、市民・事業者・市が一体となった環境活動が充実するよう施策

を進めるとともに、課題である担い手不足の解消に向けて継続して取り組

む必要があります。 
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５ 評価一覧 

次の表は、「生活環境分野」、「自然環境分野」、「都市環境分野」、「地球環境分野」及び「環境保全活動

等」の施策に対する２０２５年度の取組を評価した一覧です。 

 

施策分野 施策の柱 施策№ 別冊No. 重点施策 評価 分野平均
1 4
2 ※ 4
3 4
4 4
5 4
6 5
7 4
8 4
9 4
10 4
11 4
12 4
13 4
14 4
15 4
16 4
17 ※ 4
18 4
19 4
20 4
21 ※ 5
22 4
23 4
24 4
25 4
26 ※ 4
27 4
28 4
29 4
30 4
31 4
32 4
33 4
34 4
35 4
36 4
37 4
38 5
39 4
40 4
41 4
42 4
43 4
44 4
45 ※ 4
46 ※ 5
47 4
48 4
49 4
50 4
51 4
52 4
53 4

1　安全な生活
環境を確保しま
す
(生活環境分野)

2　自然環境を
保全・再生しま
す(自然環境分
野)

2-4 農地を保
全・活用します

1－1　大気環
境・水環境を保
全します

1－2　安全で快
適な生活環境を
確保します

2-1 生物多様性
を保全します

2-2 里山を保
全・再生します

2-3 水辺の自然
を再生します

環境保全型農業の促進
家畜排せつ物処理施設等の整備･改修に対する助成
自然環境に配慮した農道・水路等の整備
気候変動への適応

有害鳥獣による農業被害対策の推進
市民農園の利用促進
農業理解の促進
農の多面的機能の支援
地産地消の推進
地場産品の普及

西部丘陵地域資源まちづくり支援事業

漁業理解の促進
稚魚放流体験の実施
担い手育成事業
農地の貸し借りの促進
農業振興地域整備計画の推進
スマート農業の促進

金目川水害予防組合の活動の支援
湘南里川づくりへの参加
馬入水辺の楽校の運営に対する支援
馬入花畑の整備
水辺の散策路の維持管理
河川で活動する市民活動団体の支援と連携強化

個別施策
工場・事業場に対する指導等の実施
大気汚染状況の監視測定等の実施
浄化槽の設置促進
水洗化の促進
工場･事業場に対する指導等の実施
水質汚濁状況の監視測定等の実施
化学物質に関する情報収集・提供

4.1

工場･事業場に対する規制・指導の実施
臭気指数規制による悪臭への対応の充実
地盤沈下量の測定と地下水利用の規制・指導

化学物質の適正管理の促進
ダイオキシン類対策の促進
土壌汚染・地下水汚染の未然防止対策の促進
地下水汚染状況の監視測定の実施
工場・事業場の汚染対策効果確認調査の実施
自動車や新幹線による騒音・振動への対応

4.1

生物多様性の保全に向けた取り組みの推進
野生生物等の情報収集・発信
みどりと水辺のネットワークの形成

市民を主体とした継続的な里山保全活動の促進
里山体験教室等の開催（再掲）
水辺・海辺の市民活動の促進
海岸侵食対策の促進
海底耕うんの実施
桂川・相模川流域協議会への参加

里山体験教室等の開催
自然についての観察会等の実施
鳥獣による生活被害防除の推進
特定外来生物の防除
市民活動団体等の活動促進
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施策分野 施策の柱 施策№ 別冊No. 重点施策 評価 分野平均
54 4
55 ※ 4
56 4
57 4
58 4
59 4
60 4
61 4
62 4
63 4
64 4
65 4
66 4
67 4
68 ※ 4
69 4
70 4
71 4

72 ※ 4

73 4
74 4

75 4

76 5
77 3
78 4
79 ※ 4
80 4
81 4
82 4
83 4
84 4
85 別-3 ※ 4
86 ※ 5
87 4
88 4
89 ー
90 4
91 ※ 5

3　快適な都市
環境を保全・創
造します（都市
環境分野）

3-1　うるおい
とやすらぎのあ
るまちをつくり
ます

3-2 環境共生型
のまちをつくり
ます

3-3　気候変動
に適応したまち
をつくります

防災意識の向上
災害情報の提供
土のうステーション等の整備
総合的な浸水対策
熱中症予防に関する情報発信の実施
熱中症予防への意識啓発

駐輪場の整備
新しい公共交通システムの検討
建物等の緑化の促進
身近な公園整備の推進（再掲）
人工排熱の抑制に向けた普及啓発の実施
クール・タウンの普及啓発の実施

ツインシティにおける環境共生の取り組みの推進

ツインシティにおけるクリーンエネルギーや家庭
用燃料電池の導入検討

バス交通の整備促進
道路の新設・改良
鉄道交通の整備促進
自転車通行帯の整備

花の名所づくり
平塚八景の活用
歴史的・文化的資源の保存と活用
社寺林や屋敷林など歴史ある緑の保全

土地区画整理組合による土地区画整理事業並びに
地域住民等と連携したまちづくりの推進

ツインシティにおける公共交通の利用促進の検討

清潔なまちづくりに向けた普及啓発の実施
野良猫による生活被害軽減策の実施
飼い主への意識啓発
景観計画及び景観条例に基づく取組の推進
建築協定制度の導入促進
屋外広告物の掲出に関する規制･指導の実施

良好な樹木等の保全
道路沿いの緑化
緑化に関する普及啓発の実施
市民の緑化活動に対する支援
事業所等における緑化の促進
美化推進モデル地区における取組の支援

身近な公園整備の推進
花とみどりのまちづくりの推進

個別施策

4.1
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施策分野 施策の柱 施策№ 別冊No. 重点施策 評価 分野平均

92 別-1 ※ 2

93 別-2 4
94 別-3 4
95 別-4 4
96 別-5 ー

97 別-6 4

98 別-7 ※ 5

99 別-8 ※ 4

100 別-9 ー
101 別-10 4
102 別-11 4
103 別-12 5

104 別-13 4

105 別-14 4
106 別-15 4
107 別-16 3
108 別-17 3

別-18 4
109 別-19 3
110 別-20 4
111 別-21 4
112 別-22 4
113 別-23 ー

別-24 4

別-25 3

114 別-26 4

115 別-27 3
116 別-28 4

117 別-29 5

117 別-30 4

118 別-31 ※ 5

別-32 3

別-33 4

別-34 4

119 ※ 5
120 4
121 ー
122 4
123 4
124 4
125 4
126 4
127 ※ 4
128 4
129 4
130 4
131 4
132 4
133 4
134 4
135 4

個別施策

4　地球環境保
全へ貢献します
（地球環境分
野）

4－1　脱炭素社
会の実現に向け
て取り組みます

4-2　循環型社
会の実現に向け
て取り組みます

不法投棄防止パトロールの実施
不法投棄防止に向けた普及啓発
不法投棄物の追跡調査と回収

ごみの排出ルールの徹底や指導
焼却残さの資源化の推進
バイオマス発電施設の誘致に向けた検討
プラごみ削減の事業スキーム構築に向けた研究
広域的なごみ処理の推進
海岸ごみの処理

環境にやさしい店舗づくりの推進
食品ロス削減の推進
可燃ごみの戸別収集拡充
プラごみ削減に向けた普及啓発
海洋プラスチック問題
剪定枝の有効利用

公共施設における環境に配慮した電力調達契約の
推進

廃棄物発電の利活用によるEVパッカー車の導入
（別-23に関連する施策）

民間事業者との連携による組織体の構築
（新規）

自治体間連携の構築に向けた検討
（新規）

ごみの減量化・資源化に向けた普及啓発
使用済小型電子機器等の資源化の促進

再エネ導入・利活用のビジネスモデルの検討
（新規）

地域資源を活用した技術革新（波力発電関連分
野）への支援
（再掲：本編No.114を一部修正）

産学との共同研究
ひらつかエコモードの取組の推進

公共施設の省エネ改修や、省エネ型機器の導入検
討、推進
（本編No.117を分割）

再生可能エネルギーの利活用
一定区域での電力消費実質ゼロの検討
ごみの焼却に伴う余熱利用の推進
廃棄物発電
廃棄物発電を利活用

バイオマス発電の活用や再エネ発電所の誘致の検
討
（新規）

電気自動車等の次世代自動車に関する普及促進の
実施

路線バス電動化の促進
電気自動車の充電設備の設置
EVシェアリングの検討
水素ステーションの設置
公用車のEV等の導入 （新規）

高機能住宅の普及促進

事業者のＣＯ2削減につながる設備投資支援
（本編No.99を一部修正）

建築に伴う環境負荷の低減
防犯街路灯のLED照明の使用
道路照明灯のLED照明の使用
環境に配慮した電力契約の推進

日常生活における環境への配慮の取組の促進
（再掲：本編No.92を一部修正）

雨水の有効活用の促進
クール・タウンの普及啓発の実施（再掲）
クールシェアスポットの紹介
ライトダウンキャンペーンの実施

再生可能エネルギーや省エネルギー機器等に関す
る普及啓発の実施

3.9

公共施設の太陽光発電システム等の再生可能エネ
ルギーの導入検討、推進
（本編No.117を分割）
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施策分野 施策の柱 施策№ 別冊No. 重点施策 評価 分野平均
136 ※ 4
137 4
138 5
139 4
140 4
141 4
142 ー
143 4
144 5
145 5
146 ※ 4
147 ※ 3
148 4
149 4
150 4
151 4
152 4
153 ※ 4

4.1

環境学習教材や情報の提供
エネルギーの環境学習
子ども環境教室の開催
環境ポスターコンクールの実施
こども自然体験教室の開催
青少年育成・生涯学習等における環境学習の促進

わかば環境ISOの推進
保育園における環境への取組の促進
学校での出前教室等の開催

環境に配慮した活動の推進
公害関係法令に関する情報提供
ひらつか環境ファンクラブの活動の促進

博物館における環境に関する講座等の開催
市民活動団体等と連携した出前講座等の実施
ひらつか環境フェアの実施
環境保全に関わるリーダー等の養成
環境保全活動団体への支援
市民によるまちづくりの支援5-2　市民等の

取組や連携を支
援します

個別施策

5　市民・事業
者等による環境
保全活動を推進
します（環境保
全活動等）

5-1　環境教
育・環境学習を
推進します
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重点施策の目標と実績一覧 

重点テーマに沿った施策については、本計画に基づく事業計画で重点施策として取り上げ、具体的な目標などを設定しました。

2022年度 2023年度 2024年度 2025年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度 評価 評価の説明や課題等

2
大気汚染状況の監視測定
等の実施

【重点３】
光化学スモッグの発生は、窒素酸化物などの汚染物質濃度のほか、気温などの気象条件と密
接な関係があります。気象の観測や大気汚染の常時監視を行い、情報発信することにより、健
康被害を防止します。

80% 81% 81% 81% 81% 81% 81% 81% 4

大気汚染測定項目は測定地点により項目数が異
なっているため、市域全体の計画として、全ての大
気汚染測定項目に対する環境基準達成率で評価し
ています。

大気汚染に係る
環境基準達成率

17
生物多様性の保全に向け
た取り組みの推進

【重点２】
市民団体等との協働による生物多様性の保全に向けた取り組みを推進します。

アクションプ
ランの策定

生物多様性
の保全活動

生物多様性
の保全活動

生物多様性
の保全活動

アクションプ
ランの策定

生物多様性
の保全活動

生物多様性
の保全活動

生物多様性
の保全活動

4
担い手不足に対応した調査員養成講座の開催や普
及啓発、活動拠点を配置しました。

アクションプランの策定及び地
域の特性に応じた生物多様性の
保全

21
自然についての展示、講
座、観察会等の実施

【重点２】
自然に関する講座や体験学習、自然観察などの行事を開催することで、市民の野生生物への
理解を高め、人と自然との共生の推進を図ります。

60人 60人 60人 60人 １８９人 225人 305人 256人 5

【環境政策課】
計画を上回る市民が参加し、野生生物への理解を
高め、人と自然との共生に対する理解の促進を図
ることができました。

【博物館】
参加者は昆虫などの観察や学習を通じて、身の周り
の環境と生物の関わりを学び、野生生物への理解
が促進されました。

参加人数

26
市民を主体とした継続的
な里山保全活動の促進

【重点１】
市民参加による里山保全活動を行うことで、環境市民による保全活動の促進につなげます。
【重点２】
古くから人が生活に利用してきた雑木林や、人が開いた農地が一体となった場所が里山です。
里山を保全していくことで、自然と共生し自然の恵みを活かしていきます。

7回
70人

8回
100人

8回
100人

8回
100人

7回
274人

8回
297人

8回
289人

6回
237人

4
台風や雨天による延期のため当初の参加予定人数
より減少しましたが、イベントや里山の維持管理は
実施することができました。

里山保全活動の
活動回数・参加人数

45 市民農園の利用促進

【重点１】
自然志向を背景に、農業体験に対する都市住民の関心が高まり、余暇活動としてだけでなく、
子どもの教育面からも、自然や土とのふれあいを求め、市民農園を利用する人々が増えてい
ます。このようなことから、市民農園の利用を促進していきます。
【重点２】
市民農園として自然の恵みを活用します。

97% 97% 97% 97% 98% 97% 90% 89% 4
申し込みが多くなる時期に広報ひらつか及び市公
式LINEにて周知するとができました。

市民農園の利用率

46 農業理解の促進

【重点２】
地産地消の推進イベントを開催し、地元の農産物等への理解を高めるとともに、農業の魅力を
活かしていきます。
【重点３】
地域で採れた農産物を使用することで、輸送によるガソリン等の燃料の削減、保存のための冷
蔵冷凍に使用する電気使用量の削減等につながります。

65,000人 75,000人 85,000人 95,000人 14,250人 54,119人 111,747人 101,722人 5
各回において農業PRのブースを出店しました。結
果として、目標値の95,000人を上回る延べ
101,722人の来場がありました。

地産地消イベント来場者数
（SNS等を活用した農業PR対象
者含む）：累計

55
花とみどりのまちづくり
の推進

【重点１】
公園、広場、公民館へ花苗を配布し、環境市民による花と緑のまちづくりを促進します。
【重点２】
みどりのネットワークの形成を進めることで、花と緑に親しめるまちづくりを進めます。

40箇所 40箇所 40箇所 40箇所 40箇所 40箇所 40箇所 40箇所 4
計画通り花苗を配布するとともに、プランターの維
持管理について、民間企業と連携して実施するよう
調整を進めました。

花苗の配布箇所数

68 花の名所づくり

【重点１】
花の名所づくりに市民参加により取り組みます。
【重点２】
花の名所の魅力を活かすとともに、市民が自然に親しめる場をつくります。

13箇所 13箇所 13箇所 13箇所 12箇所 12箇所 １２箇所 12箇所 4
計画通り、花畑の管理を市民ボランティア等と実施
することができました。

花の名所箇所数

72

土地区画整理組合による
土地区画整理事業並びに
地域住民と連携したまち
づくりの推進

【重点３】
ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス（ZEH）など、省エネ性能の高い住宅や再生可能エネルギー、家
庭用燃料電池等の導入誘導により、環境共生のモデルとなる低炭素のまちづくりを促進しま
す。

80% 90% 100% － 75% 84% 99% － 4
土地区画整理組合を支援することにより、事業の進
捗率を上げることができました。

土地区画整理事業の進捗率

79 自転車通行帯の整備

【重点３】
自転車は温室効果ガスを排出せず、化石燃料を使用しない交通手段であるため、自転車の
ネットワーク整備率を向上させ、自転車の走行環境の改善を図ることで自転車の利用を促進し
ます。また、交通の安全性向上にもつながります。

61% 70% 79% 88% 49% 54% 66% 76% 4
八幡愛甲線など計１０路線に自転車の走行空間を
整備し、自転車の走行環境改善及び利用促進を図
ることができました。

平塚駅３㎞圏の
自転車ネットワーク整備率

85
クール・タウンの普及啓発
の実施

【重点１】
住宅等へのみどりのカーテンの設置の取組が、市民に広がるよう、ＰＲをしていきます。
【重点３】
建物の壁面温度の上昇を抑えることで、冷房機器の電気の節減による温室効果ガスの排出削
減や、「適応策」として、ヒートアイランド現象の進行を抑制します。

33件 34件 36件 38件 23件 21件 35件 33件 4
応募目標件数は達成できませんでしたが３３件の応
募があり、入賞作品の展示や市ホームページへ掲載
することで普及啓発に取り組みました。

みどりのカーテンコンテスト
応募者数
応募件数（個人・団体）

2022年度 2023年度 2024年度 2025年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度 評価 評価の説明や課題等

№ 個別施策 重点テーマとの関係

目標 実績 2025年度

指標となる数値、単位

指標となる数値、単位№ 個別施策 重点テーマとの関係

目標 実績 2025年度
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重点施策の目標と実績一覧
85

クール・タウンの普及啓発
の実施

【重点１】
住宅等へのみどりのカーテンの設置の取組が、市民に広がるよう、ＰＲをしていきます。
【重点３】
建物の壁面温度の上昇を抑えることで、冷房機器の電気の節減による温室効果ガスの排出削
減や、「適応策」として、ヒートアイランド現象の進行を抑制します。

33件 34件 36件 38件 23件 21件 35件 33件 4
応募目標件数は達成できませんでしたが３３件の応
募があり、入賞作品の展示や市ホームページへ掲載
することで普及啓発に取り組みました。

みどりのカーテンコンテスト
応募者数
応募件数（個人・団体）

2022年度 2023年度 2024年度 2025年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度 評価 評価の説明や課題等

86 防災意識の向上
【重点３】
気候変動によって引き起こされる様々な影響に備えるため、防災意識を高めます。

155,000回 190,000回 225,000回 260,000回 160,000回 207,000回 279,718回 307,401回 5

令和7年度は、動画を７本投稿し、チャンネル登録者
は６６人に増加しました。また、防災啓発動画再生
回数の目標値を260,000回に設定しましたが、目
標を上回る再生回数となりました。

防災啓発動画再生回数

91 熱中症予防への意識啓発
【重点３】
熱中症など健康被害に対して予防することへの意識を高めます。

50人 65人 80人 95人 49人 84人 117人 １４６人 5
市民や関係機関職員の参加により、参加者の増加や
熱中症対策の普及啓発に繋がりました。

熱中症対策講習会参加職員数
（関係機関職員含む）：累計

92
日常生活における環境へ
の配慮の取組の促進

【重点１】

ひらつかCO２CO２プラン等、日常生活における環境配慮に関する情報の提供や、取組の呼び

かけを行い、環境市民による環境配慮行動の意識を高めます。
【重点３】
日常生活において温暖化の原因である温室効果ガスを削減する環境配慮行動を促進すること
は、脱炭素社会の実現につながります。

45% 46% 47% 48% 52% 52% 16% 18% 2

小・中学生に周知用のチラシを配布した結果、昨年
度より参加者が増加しましたが、参加率48%の目
標に対し、半分未満の達成率である１８％の参加率
にとどまりました。参加方法等を再検討し取組を推
進します。

コツコツプランの小中学生の参
加者の割合

98 高効率住宅の普及促進
【重点３】
一般家庭に環境性能の高い建築物や蓄電システムを普及させ、脱炭素社会に寄与します。

30件 40件 50件 60件 24件 36件 86件 160件 5

ＺＥＨ補助金の利用が前年比の約1.5倍になるほ
か、ＺＥＨパートナー事業者と連携し宿泊体験会を
実施し、市民に対してＺＥＨ住宅の魅力を発信しまし
た。

ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス
（ＺＥＨ）の補助件数：累計

99
事業者のCO２削減につな
がる設備投資支援

【重点３】
市内事業者に省エネルギー型設備等を普及させることで、脱炭素社会に寄与します。

32件 12件 12件 12件 6件 １6件 12件 4件 4

生産能力の増強や省力化のための設備投資が活発
化する中で、補助金を通じて市内中小企業等の脱
炭素化と生産性向上に係る設備導入を支援しまし
た。

脱炭素化及び生産性の向上に係
る設備導入の支援件数

118
公共施設における環境に
配慮した電力調達契約の
推進

【重点３】
公共施設にカーボンフリーのエネルギーを調達することで、脱炭素社会に寄与します。

30% 30% 40% 40% 30% 55% 60% 64% 5
庁内において実質再エネへの転換がさらに進んだ
ことから消費電力に対する実質再エネ調達の割合
は６4％となり、目標を上回りました。

消費電力に対するカーボンフ
リーのエネルギー調達の割合

119
ごみの減量化・資源化に
向けた普及啓発

【重点３】
ごみの減量化、資源化を進め、ごみの焼却量を減らすことで、温室効果ガスの排出を削減に寄
与します。

861g 861g 856g 849g ８１８ｇ 78２g 765g
747g

(速報値)
5

平塚市ごみ通信を年３回（５月、８月、１２月）発行
し、市内全域に啓発を行いました。また、多量排出
事業者に対し、指導を行いました。結果として、令和
7年度の「市民一人当たりのごみ排出量」は、目標値
である８４９gに対し、747ｇ（速報値）の実績とな
り、目標を上回りました。

市民一人一日当たりのごみ排出
量

127
ごみの排出ルールの徹底
や指導

【重点３】
地球にやさしい社会の実現のため、資源の再生利用などを進めることにより、限りある資源を
保全します。

27.9% 28.3% 28.9% 29.5% 25.1% 25.0% 25.3%
25.1％
（速報値）

4 リユースに関する継続的な周知啓発が必要です。 ごみの資源化率

136 わかば環境ISOの推進

【重点１】
わかば環境ＩＳＯに学校、園ぐるみで取り組むことが、環境配慮行動を実践できる「環境市民」
の育成につながります。
【重点３】
わかば環境ＩＳＯは、取組の共通メニューとして「省資源」「省エネ」「ごみの減量化」に取り組ん
でおり、温室効果ガスの排出削減や資源の再利用などに寄与します。

57校・園 57校・園 58校・園 58校・園 ５８校・園 ５９校・園 ５９校・園 ５7校・園 4
幼稚園の閉園や園舎の改修等の影響により２園少
なったことで５７校・園となりましたが、多くの学
校・園で継続して取り組みました。

参加校・園数

146
市民活動団体等と連携し
た出前講座等の実施

【重点１】
出前講座を市民活動団体等と連携して行うことで、団体の活動の場を広げることになるとと
もに、市民の環境に対する理解の向上や、今後の市民活動等を担う人材育成につなげます。
【重点２、３】
自然環境や地球環境保全に関する講座を提供することで、市民の環境に対する理解を深め、
市民一人一人の環境配慮行動につなげます。

15回 15回 15回 16回 １７回 16回 18回 15回 4
出前講座を15回開催するとともに、みどりのカー
テン相談会や緑化まつりでの環境教室等で学習の
場を設けました。

講座開催回数

147
ひらつか環境フェアの実
施

【重点１】
団体等と連携し、市民が実体験を通して、環境問題を考えることができるよう幅広い年齢層を
対象とした環境教育を広く進めます。
【重点２、３】
地球環境やごみ問題など、環境に関する情報を分かりやすく伝え、市民一人一人の環境配慮
行動につなげます。

150人 500人 600人 700人 238人 700人 1200人 490人 3

会場の変更等により、来場者数は約４９０人となり、
前年度より減少しましたが、新たに公共交通機関や
徒歩・自転車の利用を促進するエコ来場を呼びかけ
ました。

参加者数

153
ひらつか環境ファンクラブ
の活動の促進

【重点1】
市民活動団体等の活動促進により、市民による環境配慮活動の活性化を図るとともに、団体
等の活動発表の場を作ることで、広く市民への周知を行います。
【重点2、3】
自然環境や地球環境の保全に関する活動等を行っている市民活動団体の活動促進は、自然環
境の活用や低炭素社会、循環型社会の実現といった重点テーマの推進につながります。

団体会員
30団体

団体会員
30団体

団体会員
31団体

団体会員
31団体

団体会員
29団体

団体会員
29団体

団体会員
29団体

団体会員
29団体

4

ひらつか環境ファンクラブが主催するイベントの支
援、又はひらつか環境ファンクラブが他の主体が主
催するイベント等に出展する際の支援を行うこと
で、当該団体の活動の促進を図りました。
なお、団体会員数は、２９団体から増減がありませ
んでした。

ひらつか環境ファンクラブ
団体会員数

指標となる数値、単位№ 個別施策 重点テーマとの関係

目標 実績 2025年度
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進捗状況点検結果 

1-1 大気環境・水環境を保全します 

●施策 1 大気環境の保全対策の促進 

（重点施策） 

2025年度評価

大気常時監視測定を継続し、平常時の大気環境をモニタリングすることにより、生活環境に異常が発生していないかを適切に監

視することができました。

一方、現在も環境基準を達成できていない項目が残っており、引き続き大気環境の監視を継続する必要があります。

№2

80%

81%81%81%81%

２０２２年度～２０２５年度のまとめ

2022年度 2025年度2024年度2023年度

81%

大気汚染測定項目は測定地点により項目数が異なっているため、市域全体の計画として、全ての大気汚染測定項

目に対する環境基準達成率で評価しています。

大気常時監視測定局に設置した測定機による
測定項目2１項目のうち、1７項目で環境基準を
達成しました。（8１%、1７/2１)

評価の説明や課題等

4

実績

年度

目標

施策の内容②　大気汚染状況の監視測定等の実施

指標

大気汚染に係る環境基準達成率

81%81%

個別施策 事業計画

大気汚染状況の監視測定等の実施
市内5箇所の測定局において、大気常時監視測
定を実施し、汚染の状況を把握します。

２０25年度事業計画 ２０25年度事業実績

引き続き大気常時監視測定を継続し、環境基準達成率
の維持、向上を目指します。

 

（個別施策） 

4＜評価＞

環境月間及び、冬季の立

入調査を行い、測定結果

等の確認及び指導を実

施しました。

これにより、事業活動に

伴う大気汚染防止対策

を推進し、良好な生活環

境の維持に寄与しまし

た。

1

工場・事業場に対する指

導等の実施

工場・事業場に対して、

立入調査・指導等を実施

します。

環境月間及び、冬季の立

入調査を行い、測定結果

等の確認及び指導を実

施しました。また、苦情発

生時、アスベスト排出工

事などの立入調査（135

件）・指導等を実施しまし

た。

工場・事業場に対して、

立入調査・指導等を実施

します。

６月の環境月間及び、冬

季については、年度ごと

に立入が必要と思われ

る事業所を選定してい

ます。苦情、アスベスト排

出工事については、事案

が発生した時点で迅速

に立入調査を行いまし

た。

施策の内容①　事業活動に伴う大気汚染防止対策の促進

№
個別施策

2025年度計画 2025年度実績 ２０２２年度～２０２５年度のまとめ

事業計画

2025年度評価

説明

 

1 安全な生活環境を確保します 
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●施策２ 水環境の保全対策の促進 

（個別施策） 

4

4

＜評価＞

広報紙や市ホームペー

ジ、個別通知で制度を周

知しました。公共用水域

の汚濁防止や生活環境

の保全に対する市民理

解を促進する必要があ

ります。

＜評価＞

広報紙や市ホームペー

ジ、個別通知で制度を周

知した結果、維持管理補

助金は令和5年度及び

令和7年度において目

標を上回る件数となり、

生活排水の適正な処理

の促進に寄与しました。

設置補助金は補助対象

が少ないため目標を達

成できませんでしたが、

引き続き制度の周知に

取り組みます。

未接続家屋の接続を促

す訪問回数、下水道接続

工事支援制度の周知回

数ともに各年度で目標

を達成しました。

4

水洗化の促進

戸別訪問等により公共

下水道への接続を普及

促進するとともに排水設

備工事費の助成により、

普及率の向上を図りま

す。

〇未接続家屋の接続を

促す

訪問件数　２，２５６件

〇宅内排水設備確認申

請件数　９９３件

〇排水設備工事費助成

１件

公共下水道の普及啓発

を促進し、普及率の向上

を図ります。また、工事費

の助成により、普及率の

向上を図ります。

未接続家屋への個別訪

問を一年を通して実施し

ました。助成に関して

は、申請期間に制限があ

り、供用開始件数の減少

に伴い減少傾向にあり

ます。

3

浄化槽の設置促進

広報紙やＨＰ、個別通知

で制度を周知します。公

共用水域の汚濁防止や

生活環境の保全に対す

る市民理解を促進しま

す。

合併処理浄化槽設置等

補助　　０件

合併処理浄化槽維持管

理費補助　　２１３件（令

和８.３．３１現在）

補助対象地域内に設置

された浄化槽に対し補助

金を交付します。また、維

持管理費用を補助しま

す。

施策の内容①　家庭からの生活排水の適正な処理の促進

№
個別施策

2025年度計画 2025年度実績 ２０２２年度～２０２５年度のまとめ

事業計画

2025年度評価

説明

 

4

5

施策の内容③　水質汚濁状況の監視測定等の実施

6

水質汚濁状況の監視測

定等の実施

神奈川県測定計画に基

づく環境調査や市独自

の水質測定を実施しま

す。

神奈川県測定計画に基

づき河川２地点、海域１

地点の環境調査を実施

しました。また、市独自の

水質測定として河川や

主要排水路１９地点で測

定を実施しました。

【環境基準達成状況】ＢＯ

Ｄ：<河川>：

１００％(２１/２１)

神奈川県測定計画に基

づく環境調査や市独自の

水質測定を実施します。

施策の内容②　事業活動に伴う排水の処理の促進

5

工場･事業場に対する指

導等の実施

工場・事業場に対して、

立入調査・指導等を実施

します。

水質汚濁防止法と神奈

川県生活環境の保全等

に関する条例に基づき

工場等の立入調査（79

件）・指導を実施しまし

た。

工場・事業場に対して、

立入調査・指導等を実施

します。

＜評価＞

河川のＢＯＤ値におい

て、測定計画地点２地

点、独自測定地点１９地

点の計２１地点中の環境

基準達成率で評価しまし

た。

達成率９５％の目標に対

する達成状況から評価し

ました。

水質汚濁防止法の特定

事業場を中心に立入調

査を行いました。これに

より、事業所が法令上必

要な手続を適切に履行

しているかを確認すると

ともに、事業所からの放

流水の水質検査を実施

することで、地域の河

川、その他の水質環境の

保全・維持に寄与しまし

た。

神奈川県測定計画に基

づく河川海域の常時監

視調査に加え、市独自の

調査地点での水質測定

を長年継続的に行うこ

とにより、平常時の水質

環境の把握と、地域ごと

の生活環境の状況を把

握しました。

６月の環境月間中の立

入調査を実施しました。

また、事業所の排水検査

も行いました。

冬季立入調査について

は、立入が必要と思われ

る事業所を選定し、適切

に実施しました。

＜評価＞
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1-2 安全で快適な生活環境を確保します 

●施策 1 化学物質対策の促進 

（個別施策） 

4

4

4

9

ダイオキシン類対策の促

進

測定調査を実施すると

ともに市のウェブサイト

に公開し情報提供しま

す。また、苦情等による

立入調査時に指導を行

います。

一般大気環境調査を１地

点で年２回実施するとと

もに、ダイオキシン類に

関する情報について、市

ホームページで公開し、

情報提供を行いました。

また、野焼き等の立入指

導を２4件実施しました。

【環境基準達成状況】１０

０%

測定調査を実施するとと

もに市のウェブサイトに

公開し情報提供します。

また、苦情等による立入

調査時に指導を行いま

す。

＜評価＞

大気環境調査について

は、年間の測定計画を策

定し、その計画に基づい

て実施しました。

また、野焼き等の苦情が

あった事業所について

は、パトロールにより原

因者を特定した後、立入

指導を行いました。

施策の内容②　化学物質対策の促進

8

化学物質の適正管理の

促進

神奈川県生活環境の保

全等に関する条例に基

づく、化学物質の自主的

な管理の状況の報告を

促します。

神奈川県生活環境の保

全等に関する条例に基

づく、報告を162件受理

しました。

神奈川県生活環境の保

全等に関する条例に基

づく、化学物質の自主的

な管理の状況の報告を

促します。

令和7年度に報告が必

要な事業者に対し、立入

調査等の機会を利用し

て、報告書の提出につい

て啓発を行いました。

＜評価＞

事業者に対し、定期的に

県条例に基づく報告を

するよう個別に働きか

けたことにより、届出受

付数が増加しました。

ダイオキシンの発生原因

となる不適切な燃焼行

為の規制、指導を行うこ

とにより、地域の生活環

境の改善を図ることが

できました。また、同時

に市内各地でダイオキシ

ンの大気環境測定を行

い、良好な環境が維持で

きていることを確認しま

した。

7

化学物質に関する情報

収集・提供

化学物質に関する情報

の収集及び提供を行い

ます。

神奈川県から本市分のＰ

ＲＴＲデータの提供を受

け、有害化学物質の使用

状況についてホーム

ページで情報発信しまし

た。

化学物質に関する情報

の収集及び提供を行い

ます。

施策の内容①　化学物質に関する情報収集・提供

№
個別施策

2025年度計画 2025年度実績 ２０２２年度～２０２５年度のまとめ

事業計画

＜評価＞

令和７年７月に県から

データ提供を受けた、有

害化学物質の使用状況

について計画どおり

ホームページで情報発

信を実施しました。

平塚市は化学工場が多

いという特性上、化学物

質の取扱量が多い状況

にあります。

これらの情報を市民に

公開し、事業者による化

学物質の使用状況等を

周知しました。

2025年度評価

説明
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●施策 2 土壌汚染・地下水汚染への対応 

（個別施策） 

4

4

4

12

工場・事業場の汚染対策

効果確認調査の実施
工場・事業場の汚染対策

の効果確認のため、地下

水調査を実施します。

工場・事業場周辺の汚染

状況の確認のため、３地

域の周辺地下水調査を

実施しました。
工場・事業場の汚染対策

の効果確認のため、地下

水調査を実施します。

施策の内容②　地下水汚染状況の監視測定の実施、汚染浄化対策効果の確認

11

地下水汚染状況の監視

測定の実施

水質汚濁防止法に基づ

き、地下水汚染実態調査

を実施します。

神奈川県地下水質測定

計画に基づき、１２地点

で地下水汚染実態調査

を実施しました。その結

果、定点調査１地点、継

続監視調査１地点で環境

基準を超過していまし

た。【環境基準達成状況

 83％（１０/1２）】

水質汚濁防止法に基づ

き、地下水汚染実態調査

を実施します。

＜評価＞

工場等由来の汚染が近

隣の地下水環境に影響

を与えていないか、継続

的に調査することにより

状況を監視しました。

市域内の地下水環境を

広域的に把握すること

により、地域ごとの地下

水環境を把握するととも

に、汚染が見つかった地

点周辺の地下水環境を

継続的に調査すること

により、市民への健康被

害が発生しないよう状

況を把握しました。

測定計画に定められた

地点において地下水質

調査を実施しました。

令和７年度に新たに汚

染が見つかった地点は

ありませんでした。

＜評価＞

工場事業場周辺の井戸

において、汚染状況の確

認のための調査を引き

続き行いました。

10

土壌汚染・地下水汚染の

未然防止対策の促進
土壌汚染対策法、水質汚

濁防止法及び神奈川県

生活環境の保全等に関

する条例に基づき、立入

調査・指導等を行いま

す。

土壌汚染対策法及び神

奈川県生活環境の保全

等に関する条例に基づ

き、５件の立入及び指導

を行いました。

土壌汚染対策法、水質汚

濁防止法及び神奈川県

生活環境の保全等に関

する条例に基づき、立入

調査・指導等を行いま

す。

＜評価＞

汚染対策工事実施につ

いて法令に基づき報告

がなされた事案につい

て、その作業が法令に定

められた方法により適

切に行われているか、立

入調査により確認し、必

要な指導を実施しまし

た。

施策の内容①　土壌汚染・地下水汚染の未然防止対策の促進

№
個別施策

2025年度計画 2025年度実績 ２０２２年度～２０２５年度のまとめ

事業計画

土壌汚染が見つかった

土地における汚染土壌

の取り扱いを適切に監

視することにより、土壌

汚染の拡散や汚染物質

による健康被害が発生

しないよう、適切に監視

しました。

2025年度評価

説明
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●施策 3 騒音・振動・悪臭・地盤沈下に対する取組 

（個別施策） 

4

4

4

4

施策の内容②　工場・事業場に対する規制・指導の実施

14

工場･事業場に対する規

制・指導の実施

工場・事業場に対して、

立入調査・指導等を実施

します。

騒音規制法、振動規制法

及び神奈川県生活環境

の保全等に関する条例

に基づく届出を受理す

るとともに適時助言を

行いました。また、１09

件の立入を実施しまし

た。

工場・事業場に対して、

立入調査・指導等を実施

します。

６月の環境月間、冬季立

入調査においては、年度

ごとに立入が必要と思

われる事業所を選定し

実施しました。苦情にお

いては、公害の発生原因

者に対して、立入調査を

実施し、必要な指導を行

いました。

13

自動車や新幹線による

騒音・振動への対応

騒音や振動を発生させ

るおそれがある設備を

導入している事業者に

対して定期的な立入を

行うことにより、周辺の

生活環境への配慮を啓

発するとともに、必要に

応じて防音、防振の対策

などについて指導しまし

た。

市民が生活する地域内

で道路交通の騒音振動

や新幹線の騒音振動を

測定することにより、こ

れらの交通による生活

環境への影響を継続的

に監視しました。

＜評価＞

年間の測定計画に基づ

き予定していた地点の

調査を全て実施しまし

た。

＜評価＞

自動車騒音の常時監視

測定、道路交通騒音・振

動測定、新幹線騒音・振

動測定を実施します。

自動車騒音の常時監視

測定を5路線7地点8区

間で実施し、環境基準の

達成率は、９6.8～１０

０％でした。道路交通騒

音・振動測定５路線の６

地点で実施し、騒音は４

地点で環境基準に適合、

振動は全地点要請限度

値以下でした。新幹線騒

音・振動測定を６地点で

実施し、騒音は３地点で

環境基準値に適合、振動

は全地点で勧告指針値

以下でした。

自動車騒音の常時監視

測定、道路交通騒音・振

動測定、新幹線騒音・振

動測定を実施します。

施策の内容④　地盤沈下の防止

16

地盤沈下量の測定と地

下水利用の規制・指導 地盤沈下の進行を監視

するため、市内の水準点

において精密水準測量

を実施するとともに、観

測井による地下水位等

の観測を実施します。ま

た、神奈川県生活環境の

保全等に関する条例に

基づく地下水利用の規

制指導を行います。

観測井による地下水位

の観測や精密水準測量

を実施しました。また、条

例に基づく地下水利用

の規制指導を行いまし

た。

観測井による地下水位

等の観測や精密水準測

量を実施します。また、神

奈川県生活環境の保全

等に関する条例に基づく

地下水利用の規制指導

を行います。

施策の内容③　悪臭への対応

15

臭気指数規制による悪

臭への対応の充実

悪臭防止法の臭気指数

規制に基づく指導・規

制、必要に応じ測定を行

います。

悪臭防止法の臭気指数

規制に基づき、事業所の

指導を行いました。ま

た、1２件の立入を実施

しました。

悪臭防止法の臭気指数

規制に基づく指導・規

制、必要に応じ測定を行

います。

＜評価＞

悪臭による公害苦情の

原因者である事業者に

対し、立入調査による聞

き取りや、実際に臭気ガ

スの測定を行うことによ

り、周辺住民の良好な生

活環境を維持するため

の指導などを適切に行

うことができました。

悪臭苦情を受け付けた

後、周辺調査で原因者特

定を進めました。原因者

が特定できた場合は、立

入調査を実施して、必要

な指導を行いました。

＜評価＞

月１回、観測井による地

下水位の観測を実施し

ました。また、市内の水

準点において精密水準

測量を実施しました。

さらに、条例に基づく地

下水採取事業者から、地

下水位及び地下水採取

量について定期的に報

告を受けました。

市内の観測井戸の推移

の測定及び市内水準点

の測量又は、地下水採取

の許可事業者に対する

規制を課すことにより、

地盤沈下防止のための

情報を収集しました。

施策の内容①　自動車や新幹線による騒音・振動への対応

№
個別施策

2025年度計画 2025年度実績 ２０２２年度～２０２５年度のまとめ

事業計画

2025年度評価

説明
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2-1 生物多様性を保全します 

●施策 1 生物多様性の保全対策の推進 

（重点施策） 

2025年度評価

№17

アクションプランの策定及び地域の特性に応じた生物多様性の保全

年度 2022年度 2023年度

施策の内容①　野生生物の情報収集、生物多様性の保全策の推進

２０25年度事業計画

目標
アクションプランの

策定
生物多様性の保全

活動
生物多様性の保全

活動
生物多様性の保全

活動

実績
アクションプランの

策定
生物多様性の保全

活動
生物多様性の保全

活動
生物多様性の保全

活動

指標

２０25年度事業実績

個別施策 事業計画

生物多様性の保全に向けた取り組みの推進
「（仮称）平塚市生物多様性保全アクションプラ
ン」を策定し、市民活動団体や企業と協働して、
環境保全活動を推進します。

2024年度 2025年度

4
担い手不足に対応した調査員養成講座の開催や普及啓発、活動拠点を配置しました。

市民活動団体や企業と協働して、環境保全活動を推進
します。

リーディングプロジェクトとして、調査員養成講
座「植物調査の入門」や啓発事業（ライトトラッ
プ、昆虫観察会）、パネル展、活動拠点等を生物
多様性推進協議会と連携して行いました。

評価の説明や課題等

２０２２年度～２０２５年度のまとめ

平塚市生物多様性保全アクションプランを策定し、自然環境アドバイザー派遣や配慮指針の施行を含むリーディングプロジェクトを

毎年市民活動団体等との協働により実施することで生物多様性の保全に寄与しました。
 

2 自然環境を保全・再生します 
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2025年度評価

5

２０２２年度～２０２５年度のまとめ

【環境政策課】

継続して、こども環境教室（川編）を開催し、子ども達の身近な自然について普及啓発しました。

【博物館】

自然観察などの行事を開催し、生き物とふれあう機会を提供しました。

№21

２０25年度事業計画

評価の説明や課題等

【環境政策課】

計画を上回る市民が参加し、野生生物への理解を高め、人と自然との共生に対する理解の促進を図ることができ

ました。

【博物館】

参加者は昆虫などの観察や学習を通じて、身の周りの環境と生物の関わりを学び、野生生物への理解が促進され

ました。

個別施策 事業計画

自然についての観察会等の実施

子ども環境教室（金目川生き物観察会）を通し
て、生き物とふれあう機会を創出します。また、
博物館において、自然観察などの行事を開催し
ます。

２２５人 305人 256人

施策の内容③　野生生物への理解の促進

指標

参加人数

年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

目標 60人 60人 60人 60人

実績 １８９人

２０25年度事業実績

【環境政策課】
こども環境教室（川編）
参加人数：６０人

【博物館】
自然観察等の行事を開催します。

【環境政策課】
こども環境教室川編（金目川生き物観察会）を
開催しました。
参加人数：９4人
開催日：令和７年７月１９日（土）

【博物館】
博物館:自然教室6回・78人、キノコの観察会：1
回・8人、生き物ズームプロジェクト：12回・76
人
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（個別施策） 

4

4

4

市民団体等の協力によ

り、定期的に自然環境や

生物に関する調査を実施

することによって、市域の

状況を把握し、情報発信し

ます。市内各所の植物に

関する情報を収集し、標

本とデータを整理します。

施策の内容②　生物生息空間の保全対策の推進

公共スペースへの植栽等

の整備を推進し、みどりと

水辺のネットワークを形成

することによって、生物の

生育・生息空間の連続性

を確保します。

19

みどりと水辺のネットワー

クの形成

公共スペースへの植栽

等の整備を推進し、みど

りと水辺のネットワーク

を形成することによっ

て、生物の生育・生息空

間の連続性を確保しま

す。

公園、広場等の公共用地

及び公民館等のプラン

ターや花壇に住民団体、

公共機関の協力を得な

がら上半期及び下半期１

回ずつ花苗を植栽しまし

た。

＜評価＞

【環境保全課】

これまで市民団体等の

協力により調査してき

た生きもの調査（自然環

境調査）の結果を情報発

信しました。

【博物館】

市民グループが主体と

なり、蓄積した館蔵植物

標本の整理とデータ化

を実施しました。

施策の内容①　野生生物の情報収集、生物多様性の保全策の検討

№
個別施策

2025年度計画 2025年度実績

18

20

里山体験教室等の開催

【環境政策課】

こども環境教室（里山

編）を開催します。

参加人数：30人

【環境保全課】

里山モデル事業、市民・

大学交流事業を開催し

ます。

【環境政策課】

こども環境教室【里山

編】を開催しました。

参加人数：１７人

開催日：令和７年１１月９

日（日）

【環境保全課】

里山保全モデル事業を3

回(参加者21人)、市民

大学交流を3回(参加者

216人)実施しました。

里山保全モデル事業、市

民・大学交流事業、夏休み

子ども環境教室を開催し

ます。

【環境政策課】

「樹木を探すクイズラ

リー」等の自然体験を実

施する予定でしたが、雨

天であったため、代替メ

ニューである「わらを

使ったリース作り」等を

実施しました。

【環境保全課】

台風や雨天による延期

のため当初の参加予定

人数より減少しました

が、イベントや里山の維

持管理は実施すること

ができました。

２０２２年度～２０２５年度のまとめ

事業計画

【環境保全課】

市民団体等の協力によ

り調査した生きもの調査

結果を情報発信します。

【博物館】

市民団体等の協力によ

り、定期的に自然環境や

生物に関する調査を実

施することによって、市

域の状況を把握し、情報

発信します。市内各所の

植物に関する情報を収

集し、標本とデータを整

理します。

【環境保全課】

パネル展等を通じて、情

報発信しました。

【博物館】

継続実施している市内

の植物相の状況調査に

よって得られた植物標

本の整理とデータ化を

実施しました。

＜評価＞

計画どおり花苗を配布

し、プランターや花壇に

住民団体、公共機関の協

力を得ながら花苗を植

栽しました。

＜評価＞

野生生物等の情報収集・

発信

2025年度評価

説明

【環境保全課】

市民団体等の協力によ

り調査した生きもの調査

（自然環境調査）の結果

をパネル展だけでなく

「わくわくマップ（地理情

報システム）」や子ども向

けの冊子にまとめるな

ど多様な情報発信する

ことにより普及啓発を

推進しました。

【博物館】

市民団体等の協力によ

り、定期的に自然環境や

生物に関する調査を実

施することによって、市

域の状況を把握し、情報

発信しました。市内各所

の植物に関する情報を

収集し、標本とデータを

整理しました。

計画どおり花苗を配布

し、プランターや花壇に

住民団体、公共機関の協

力を得ながら花苗を植

栽することで生物の生

育・生息空間の確保に努

めました。

【環境政策課】

継続して、こども環境教

室（里山編）を開催し、自

然環境の重要性を普及

啓発しました。

【環境保全課】

毎年、里山モデル事業、

市民・大学交流事業を開

催することにより、特に

子どもたちへ自然との

ふれあいの機会や場を

提供し、継続的に自然環

境の保全活動を実施し

ました。
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4

4

4

施策の内容④　有害鳥獣対策の推進

139頭のハクビシンや

アライグマ等の捕獲によ

る防除を実施しました。
22

鳥獣による生活被害防除

の推進

イノシシ、ハクビシン及び

アライグマ等の有害鳥獣

の捕獲を実施します。

施策の内容⑥　生物多様性の保全に取り組み市民活動団体等の活動促進

生物多様性の保全に取り

組む市民活動団体や企業

等と協働し、保全活動策

の推進を図ります。

施策の内容⑤　特定外来生物の防除

23

特定外来生物の防除

神奈川県アライグマ防除

実施計画に基づき、特定

外来生物の周知、捕獲等

を実施します。

ウェブサイト等で周知す

るとともに、アライグマ

を９５頭捕獲しました。

アライグマの捕獲を実施

するとともに、特定外来生

物に関する情報提供をし

ます。

24

市民活動団体等の活動促

進

【環境保全課】

市民活動団体や企業等

と協働し、保全活動策の

推進を図ります。

【みどり公園・水辺課】

馬入水辺の楽校のイベン

ト周知のため、参加者募

集の記事を広報ひらつ

かに掲載するとともに、

他の周知方法も検討を

進めます。

鳥獣による生活被害防除

のため、イノシシ、ハクビ

シン及びアライグマ等の

捕獲を実施します。

№ 2025年度計画 2025年度実績 ２０２２年度～２０２５年度のまとめ

事業計画

【環境保全課】

生物多様性推進協議会

との観察会の実施やパ

ネル展などの市民向け

の啓発事業を行い、市民

活動団体等の活動促進

に寄与しました。

【みどり公園・水辺課】

馬入水辺の楽校内の環

境整備を市民・企業等と

の協働により進めると

ともに、イベントへの参

加者募集の記事を広報

ひらつかに掲載すること

等により、活動の支援・

周知を行いました。

2025年度評価

説明

個別施策

アカミミガメやアメリカ

ザリガニ等の特定外来

生物に関する情報をウェ

ブサイト等にて発信する

とともに、アライグマの

捕獲を実施することで、

特定外来生物の周知及

び防除に寄与しました。

【環境保全課】

リーディングプロジェク

トとして、調査員養成講

座「植物調査の入門」や

啓発事業（ライトトラッ

プ、昆虫観察会）、パネル

展、活動拠点等を生物多

様性推進協議会と連携

して行いました。

【みどり公園・水辺課】

馬入水辺の楽校のイベン

ト周知のため、参加者募

集の記事を広報ひらつ

かに掲載しました。また、

令和7年9月に中央図書

館で活動に関するパネ

ル展を実施しました。

＜評価＞

自主防除を促すことで、

鳥獣を寄せ付けない環

境づくりに努めました。

＜評価＞

ウェブサイト等にて特定

外来生物に関する情報

を発信するとともに、ア

ライグマの捕獲を実施す

ることで防除に取り組

みました。

＜評価＞

【環境保全課】

生物多様性推進協議会

との観察会の実施やパ

ネル展などの市民向け

の啓発事業を行いまし

た。

【みどり公園・水辺課】

馬入水辺の楽校のイベン

ト周知のため、広報ひら

つかに掲載するなどと

ともに、活動エリアの環

境整備を行うことで、活

動促進を図りました。

イノシシ、ハクビシン及び

アライグマ等の有害鳥獣

の捕獲を実施するととも

に自主防除を促すこと

で、鳥獣による生活被害

防除に努めました。
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2-2 里山を保全・再生します 

●施策 1 里山の保全・再生とふれあいの推進 

（重点施策） 

2025年度評価

８回
100人

8回
289人

８回
100人

２０25年度事業計画 ２０25年度事業実績

里山モデル事業、市民・大学交流事業を開催します。
里山保全モデル事業を3回(参加者21人)、市民
大学交流を3回(参加者216人)実施しました。

施策の内容②　市民を主体とした継続的な里山保全活動の促進

指標

里山保全活動の活動回数・参加人数

年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

個別施策 事業計画

市民を主体とした継続的な里山保全活動の促進
里山保全に関する研修等を実施します。また、
ウェブサイト等で情報発信を行います。

4

２０２２年度～２０２５年度のまとめ

毎年、里山モデル事業、市民・大学交流事業を開催することにより、特に子どもたちへ自然とのふれあいの機会や場を提供し、継続

的に自然環境の保全活動を実施しました。

評価の説明や課題等

台風や雨天による延期のため当初の参加予定人数より減少しましたが、イベントや里山の維持管理は実施するこ

とができました。

実績
７回

274人
6回

237人
８回

2９７人

目標
７回

70人
８回

100人

№26
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（個別施策） 

4

4

2025年度計画
2025年度評価

説明
2025年度実績 ２０２２年度～２０２５年度のまとめ

個別施策

施策の内容①　西部丘陵地域資源まちづくり支援

事業計画
№

里山保全モデル事業、市

民・大学交流事業、夏休み

子ども環境教室を開催し

ます。

27

里山体験教室等の開催

（再掲）

【環境政策課】

こども環境教室（里山

編）を開催します。

参加人数：30人

【環境保全課】

里山モデル事業、市民・

大学交流事業を開催し

ます。

【環境政策課】

こども環境教室【里山

編】を開催しました。

参加人数：１７人

開催日：令和７年１１月９

日（日）

【環境保全課】

里山保全モデル事業を3

回(参加者21人)、市民

大学交流を3回(参加者

216人)実施しました。

25

西部丘陵地域資源まちづ

くり支援事業
ワークショップ等の活動

が予定されていますの

で、参加等を予定してい

ます。また、引き続き、協

議会との情報共有を図

ります。

ワークショップや分科会

等の活動に参加しまし

た。また、地域資源を活

かした取組について、協

議会と意見交換を行う

とともに、協議会が主体

となって開設した農作業

学習体験農園の運営を

支援しました。

地域住民や学術機関など

との連携を深めながら、

自然資源や地域資源を活

かした交流やレクリエー

ションの場づくりを推進し

ます。

【環境政策課】

継続して、こども環境教

室（里山編）を開催し、自

然環境の重要性を普及

啓発しました。

【環境保全課】

毎年、里山モデル事業、

市民・大学交流事業を開

催することにより、特に

子どもたちへ自然との

ふれあいの機会や場を

提供し、継続的に自然環

境の保全活動を実施し

ました。

ワークショップへの参加

や協議会との情報共有

を通じて、自然資源や地

域資源を活かした交流

やレクリエーションの場

づくりを推進しました。

＜評価＞

【環境政策課】

「樹木を探すクイズラ

リー」等の自然体験を実

施する予定でしたが、雨

天であったため、代替メ

ニューである「わらを

使ったリース作り」等を

実施しました。

【環境保全課】

台風や雨天による延期

のため当初の参加予定

人数より減少しました

が、イベントや里山の維

持管理は実施すること

ができました。

ワークショップへの参加

や協議会との情報共有

について、計画通り実施

しました。

施策の内容③　里山の自然とふれあいの促進

＜評価＞
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2-3 水辺の自然を再生します 

●施策 1 川や海の自然環境の再生とふれあいの推進 

4

4

4

4

4

4
湘南里川づくりへの参加

令和6年度同様、行政幹

事として参画します。

対面及びオンラインによ

る開催に行政幹事とし

て参加し、目標を達成し

ました。

湘南里川づくりみんなの

会の総会、役員会（５

回）、流域懇談会及び里

川づくりフォーラムに行

政幹事として参加しまし

た。

33
住民協働の組織である湘

南里川づくりみんなの会

へ、行政幹事として参画し

ます。

事業計画

28

29

海岸侵食対策の促進

32

金目川水害予防組合の活

動の支援 金目川の水害予防と沿

岸耕地のかんがい用水

の水源かん養のため、金

目川の水源地である春

嶽山を所有する金目川

水害予防組合の管理運

営費の一部を負担しま

す。

金目川水害予防組合に

負担金を補助し、所有地

の管理に充てられたこ

とを確認しました。

海底耕うんの実施

金目川の水害予防と沿岸

耕地のかんがい用水の水

源かん養のため、金目川

の水源地である春嶽山を

所有する金目川水害予防

組合の管理運営費の一部

を負担します。

海底耕うんの際には同

行する等して、実施を支

援しました。

海岸管理者による養浜

事業を確認できました。

31

桂川・相模川流域協議会

への参加

運営委員会に出席し、ク

リーンキャンペーン等の

イベントへの参加や同会

の会報誌の配架や事業

周知を行います。

桂川・相模川流域協議会

相模川湘南地域協議会

の運営委員会及びクリー

ンキャンペーンへ出席し

ました。また、同会の会

報誌を配架し、事業を周

知しました。

運営委員会に出席し、ク

リーンキャンペーン等のイ

ベントへの参加や同会の

会報誌の配架や事業周知

を行います。

「相模灘沿岸海岸侵食対

策計画」に基づく、海岸

管理者（神奈川県）によ

る養浜事業を確認しま

す。

桂川・相模川流域協議会

相模川湘南地域協議会

の運営委員会及びクリー

ンキャンペーンへ出席し

ました。また、同会の会

報誌を配架し、事業を周

知しました。

年度内に予定していた６

回の海底耕うんを全て

実施しました。

＜評価＞

湘南海岸の各市町が連

携・情報共有し、積極的

にキャンペーンが行われ

ました。

２０２２年度～２０２５年度のまとめ

30

漁場の改善と廃棄物の

状況を調査するため、海

底耕うんの実施を支援し

ます。

海底耕うんを実施し、漁場

の改善と廃棄物の状況調

査を支援します。

相模湾沿岸海岸侵食対策

計画に基づく、海岸管理

者（神奈川県）による養浜

事業の確認を行い、景観

の維持と汀線の維持をで

きるよう管理者に働きか

けます。

2025年度評価

説明

神奈川県主催の湘南里川

づくりクリーンキャンペー

ンの周知を行います。ま

た、海岸の美化キャン

ペーンの支援を行いま

す。

市民団体の海岸美化

キャンペーンの支援を行

いました。

＜評価＞

海岸管理者による養浜

事業を確認しました。

＜評価＞

水辺・海辺の市民活動の

促進 神奈川県主催の湘南里

川づくりクリーンキャン

ペーンの周知を行いま

す。また、海岸の美化

キャンペーンの支援を行

います。

＜評価＞

市民団体の海岸美化

キャンペーンについて、

広報ひらつかへの掲載

等の支援を行いました。

№
個別施策

2025年度計画 2025年度実績

＜評価＞

負担金を満額補助し、間

伐や枝打等の山林保全

及び林道等の整備等の

管理運営費に充てられ

たことを確認しました。

＜評価＞

「桂川・相模川流域協議

会相模川湘南地域協議

会運営委員会」等への出

席や、会報誌等の配架を

通じて事業の周知をす

る等、活動を支援しまし

た。

海岸管理者による養浜

事業の実施を確認し、景

観や汀線の維持を働き

かけました。

海底耕うんを実施し、漁

場の改善や調査の支援

を継続しました。

行政幹事として、湘南里

川づくりみんなの会に継

続的に参画しました。

金目川水害予防組合へ

の負担金を満額補助し、

間伐や枝打等の山林保

全及び林道等の整備等

水源地の管理を支援し

ました。

施策の内容①　川や海の自然環境の保全と促進

 

 

 



29 

4

4

4

4

5

4

施策の内容②　川や海とのふれあいの促進

34

馬入水辺の楽校の運営に

対する支援 馬入水辺の楽校のイベン

ト周知のため、参加者募

集の記事を広報ひらつ

かに掲載するとともに、

他の周知方法も検討を

進めます。

馬入水辺の楽校のイベン

ト周知のため、参加者募

集の記事を広報ひらつ

かに掲載しました。
馬入水辺の楽校で開催さ

れる自然観察会などの開

催告知を支援します。

馬入花畑の整備

馬入水辺の楽校が開催

するイベントについて、

広報ひらつかに掲載す

るなどの周知を行い、団

体の活動を支援しまし

た。

２０２２年度～２０２５年度のまとめ

直売会開催や乗船体験

等を通じて漁業理解を

促進しました。

№
個別施策

2025年度計画 2025年度実績

35

馬入花畑の会と協力し

て、花畑の維持管理作業

を実施します。平塚地区

環境対策協議会主催の

チューリップ球根植栽イ

ベントの支援を行いま

す。

馬入花畑の会と協力し

て、花畑の維持管理作業

を実施しました。

平塚地区環境対策協議

会主催のチューリップ球

根植栽イベントを支援し

たほか、摘み取りイベン

トを2回実施しました。ま

た、幼稚園児や小学生等

とひまわりの種まきイベ

ントを実施しました。

38

【みどり公園・水辺課】

引き続き、河川の愛護活

動、環境美化活動を行う

団体の活動を支援しま

す。

【土木総務課】

引き続き、活動団体によ

る鯉のぼりまつり等開

催に向け、協力・支援を

します。

【みどり公園・水辺課】

河川の愛護活動、環境美

化活動を行う団体の活

動を支援しました。

【土木総務課】

活動団体による鯉のぼ

りまつり開催に向けて、

協力・支援を行いまし

た。

河川の愛護活動、環境美

化活動を行う団体の活動

を支援します。

河内川あじさいまつり（名

義後援、駅前地下道にま

つり周知ポスターの掲示）

渋田川桜まつり（河川占

用の申請など）

鈴川鯉のぼりまつり、金

目川清流こいのぼり鑑賞

会（河川占用の申請）

など

自然観察路の除草委託、

注意喚起看板等の維持管

理などを実施します。

＜評価＞

自然観察路の除草委託

を実施し、良好に維持管

理できました。

＜評価＞

【みどり公園・水辺課】

河内川でのあじさいま

つりは実施できません

でしたが、渋田川の桜ま

つりの開催支援を行い

ました。活動団体の担い

手の高齢化が著しく、若

い担い手の確保や啓発

に課題があります。

【土木総務課】

「金目川鯉のぼり実行委

員会」による鯉のぼりま

つりについて、道路占用

料を減免し開催を支援し

ました。

37

河川で活動する市民活動

団体の支援と連携強化

36

水辺の散策路の維持管理

自然観察路の除草委託、

注意喚起看板等の維持

管理などを実施します。

計画通り例年実施して

いる自然散策路除草を

委託しました。

＜評価＞

当初の予定を上回る12

回の直売会の開催や乗

船体験等のイベントを実

施しました。

事業計画

馬入水辺の楽校のイベン

ト周知のため、広報ひら

つかに掲載するととも

に、水辺の楽校内の草刈

りやシバ刈りを実施し、

水辺の環境整備を行い

ました。

＜評価＞

＜評価＞

馬入花畑の会と連携し

て花畑の維持管理作業

やチューリップ球根植栽

イベントを支援したほ

か、摘み取りイベントや

関係団体と連携してイベ

ントを実施しました。

【みどり公園・水辺課】

河川の愛護活動、環境美

化活動を行う団体の活

動を支援しました。

【土木総務課】

活動団体による鯉のぼ

りまつりについて、道路

占用料を減免し開催を

支援しました。

自然散策路を維持管理

しました。

馬入花畑の会と連携し

て花畑の維持管理作業

やチューリップ球根植栽

イベントを支援したほ

か、摘み取りイベントや

関係団体と連携してイベ

ントを実施しました。

予定どおりヒラメの稚魚

購入費用の助成及び稚

魚放流体験を実施しまし

た。

稚魚放流体験の実施
栽培漁業導入推進事業

補助金としてヒラメなど

の稚魚放流や栽培型漁

業の調査研究に関する

事業への支援補助を行

うとともに地元小学生の

体験実施を支援します。

ヒラメの稚魚放流につ

いて、稚魚の購入費用補

助や地元小学生の放流

体験を支援しました。

39

馬入花畑の会と協力し

て、花畑の維持運営を実

施します。摘み取りイベン

トや平塚地区環境対策協

議会主催のチューリップ

球根の植栽を支援します。

＜評価＞

小学生の乗船体験や漁

師による地どれ直売会

のイベント支援を行いま

す。

年間を通して地どれ魚

の直売の開催を支援す

ると共に、地元小学生の

乗船体験も支援しまし

た。

小学生の乗船体験、漁港

施設の見学や地どれ魚の

直売会の開催を支援しま

す。

漁業理解の促進

地元小学生によるヒラメ

の稚魚放流を支援します。

2025年度評価

説明

ヒラメの稚魚放流等を

通じて漁業体験の提供

を推進しました。
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2-4 農地を保全・活用します。 

●施策 1 農業の活性化、農業とのふれあいの推進 

（重点施策） 

2025年度評価

２０25年度事業計画 ２０25年度事業実績

市ホームページで空き区画情報の提供を行うとともに、
広報紙、SNS等の活用についても検討を行い、市民農
園の利用率向上に努めます。

市公式LINEで3回、広報ひらつかで１回、空き
区画情報を周知しました。

89%

施策の内容②　農業とのふれあいの促進（都市農業理解の促進）

個別施策 事業計画

№45

市ホームページで空き区画情報の提供を行うとともに、広報紙及びSNS等を活用し、市民農園の利用率向上に努めました。

4

実績 98% 97% 90%

２０２２年度～２０２５年度のまとめ

目標 97% 97%

市民農園の利用率

年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

97% 97%

申し込みが多くなる時期に広報ひらつか及び市公式LINEにて周知するとができました。

指標

市民農園の利用促進
大型市民農園施設(管理休憩施設・公的農園)の
管理運営を行うとともに、市民農園の周知を図
り、利用の促進を図ります。

評価の説明や課題等
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2025年度評価

65,000人 75,000人 85,000人 95,000人

指標

地産地消イベント来場者数（SNS等を活用した農業PR対象者含む）：累計

年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

実績 14,250人 54,119人 111,747人 101,722人

目標

施策の内容②　農業とのふれあいの促進（都市農業理解の促進）

評価の説明や課題等

各回において農業PRのブースを出店しました。結果として、目標値の95,000人を上回る延べ101,722人の来

場がありました。5

２０２２年度～２０２５年度のまとめ

イベント等の開催やSNSの配信を通じて、農産物のPRを行い、市民の都市農業への理解と地産地消の促進を図りました。

個別施策 事業計画

農業理解の促進
生産者との交流を通した地産地消の推進イベン
トを開催します。

№46 ２０25年度事業計画 ２０25年度事業実績

イベント等の開催やSNSの配信を通じて、農産物のPR
を行い、市民の都市農業への理解と地産地消の促進を
図ります。

軽トラ・ファーマーズを年５回開催し、目標を上
回るイベント来場者数がありました。
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（個別施策） 

4

4

4

4

4

44

有害鳥獣による農業被害

対策の推進

自主防除資材への補助、

農地における防除を推

奨し、有害個体の捕獲を

進めます。

自主防除資材購入経費

の補助を31件行うとと

もに、シカ14頭、イノシ

シ72頭を捕獲しました。

自主防除資材への補助を

継続的に実施し、農地に

おける防除を進めるとと

もに、有害個体の捕獲を

進めます。

自主防除資材への補助

と、有害鳥獣の捕獲を実

施することで農作物の

被害防除に努めました。

自主防除資材への補助

と、有害鳥獣の捕獲を実

施することで農作物の

被害防除に努めました。

特に令和6年度及び令

和7年度は民間に委託す

ることでより効果的に

捕獲しました。

農振農用地区域の指定

を継続し、まとまりある

優良農地を保全しまし

た。

＜評価＞

持続的な農業を推進す

るため、スマート農業の

導入を促進しました。

＜評価＞

41

農地の貸し借りの促進

農地集積・集約及び遊休

化防止・解消を図るた

め、農地制度の情報発信

を行い、意欲のある担い

手への農地の利用集積

を促進します。

9haの農地を新規に利

用集積しました。

農地集積・集約及び遊休

化防止・解消を図るため、

農地制度の情報発信を行

い、意欲のある担い手へ

の農地の利用集積を促進

します。

43

スマート農業の促進

持続的な農業を推進す

るため、スマート農業の

導入を促進します。

スマート農業導入支援補

助金の申請受付を行い、

計10件、補助金総額

14,635,000円の交付

決定を行いました。

持続的な農業を推進する

ため、スマート農業の導入

を促進します。

42

農業振興地域整備計画の

推進
農振農用地区域の指定

を継続し、まとまりある

優良な農地を保全しま

す。

農振農用地区域の指定

を継続しました。
農用地区域の指定を継続

し、優良農用地を維持・保

全していきます。

№
個別施策

2025年度計画 2025年度実績 ２０２２年度～２０２５年度のまとめ

事業計画

施策の内容①　農業活性化の促進

＜評価＞

＜評価＞

再認定を効果的に実施

するため、更新対象者に

対し、文書送付にて更新

時期であることの連絡

を行いました。

＜評価＞

農地集積・集約を行いま

した。

40

担い手育成事業

認定農業者の再認定活

動を確実に行うことを

中心に、農業経営改善計

画認定推進活動を推進

します。

更新対象の認定農業者

に対して、文書にて更新

時期である旨を伝え、再

認定に繋げました。

認定農業者の再認定活動

を確実に行うことを中心

に、農業経営改善計画認

定推進活動を推進します。

説明

持続的な農業を推進す

るため、スマート農業の

導入を促進しました。

農振農用地区域の指定

を継続し、まとまりある

優良な農地を保全しまし

た。

合計53haの農地を新

規に利用集積し、農地の

遊休化防止・解消を図り

ました。

認定農業者の再認定活

動を確実に行うことを

中心に、農業経営改善計

画認定推進活動を推進

し、担い手の育成に努め

ました。

2025年度評価
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4

4

4

49

湘南ひらつかふれあい

マーケットを月1回開催

します。引き続き、湘南

ひらつか名産品に係る

出店及び地場産業の普

及・宣伝を行います。

湘南ひらつかふれあい

マーケットを計１０回開

催しました。また、湘南ひ

らつか名産品の普及・宣

伝にあたっては湘南

ダービー（ABEMA湘南

バンク）、湘南ひらつか

七夕まつり（まちかど広

場）での販売会を新規に

企画し、支援しました。

湘南ひらつかふれあい

マーケットを月1回開催し

ます。また、湘南ひらつか

名産品の普及・宣伝を行

います。

48

【産業振興課】

地産地消につながる商

品開発等を支援します。

【学校給食課】

地元農家が生産した新

鮮な野菜、平塚漁港で水

揚げされた魚や水産加

工品等、地場産品の学校

給食での使用を推進し

ます。

【産業振興課】

新商品開発等の支援を

行い、３件の新商品開発

に繋げました。

【学校給食課】

地場産野菜については、

使用15品目で品目ベー

ス33.3％の割合となり

ました。野菜以外の地場

産品については、サバ、

やまゆりポーク、ゆでカ

オリ麺、小松菜＆トマト

パン、カオリ小麦パン、み

かんパン、小松菜しゅう

まいを使用しました。

地場産品の使用を進める

取組について、産業間連

携ネットワークを活用し、

推進します。

また、地元農家が生産し

た新鮮な野菜、平塚漁港

で水揚げされた魚や水産

加工品等、地場産品の学

校給食での使用を推進し

ます。

地産地消の推進

地場産品の普及

施策の内容②　農業とのふれあいの促進（都市農業理解の促進）

２０２２年度～２０２５年度のまとめ

事業計画

47

農の多面的機能の支援

地域の共同活動による、

農村環境の維持管理を

推進します。

地域の共同活動による、

農村環境の維持管理を

推進しました。

多面的機能支払交付金事

業を活用し、地域で行う

農道の草刈や水路の泥上

げ等の農地維持活動、及

び植栽による景観形成や

生物調査などの地域資源

向上活動に対して、支援

をします。

施策の内容③　地産地消の促進

№
個別施策

2025年度計画 2025年度実績

＜評価＞

農業用施設の維持管理

や、景観形成、生態系調

査などの地域共同活動

を推進しました。

№
個別施策

湘南ひらつかふれあい

マーケットの開催や湘南

ひらつか名産品の販売

会を通じて、地場産業の

普及・宣伝に努めまし

た。

【産業振興課】

計画期間中に、16件の

商品が支援により誕生

しました。また、支援制度

を再設計し、商品販売の

持続性を高めるととも

に、市内生産物の使用や

湘南エリアでの販売実績

を高めました。

【学校給食課】

関係事業者と連携し、地

元農家が生産した新鮮

な野菜、平塚漁港で水揚

げされた魚や水産加工

品等、地場産品を優先的

に使用しました。また、地

場産品の学校給食使用

を、積極的にPRしまし

た。

農業用施設の維持管理

及び景観形成並びに生

態系調査などの地域共

同活動を通じて、農村環

境の維持管理に努めま

した。

2025年度評価

説明

2025年度評価

説明

＜評価＞

【産業振興課】

産業間の連携による効

果を高めるため、情報交

換を円滑に行うほか、支

援機関等と連携して産

業間の連携による活動

を促し、効率的な支援を

行う必要があります。

【学校給食課】

地場産品を使用できる

システムは定着してきま

したが、天候や作柄、加

工輸送力に左右されや

すく量の確保が難しいこ

とがあります。

＜評価＞

湘南ひらつかふれあい

マーケットでは会場が使

用できなくなり、11月、

12月を中止としました

が、1月から会場を移し

再開しました。湘南ひら

つか名産品に係る出店

については、人が集まり

経費が少ない効率的な

場所への出店を支援し

ました。

2025年度計画 2025年度実績 ２０２２年度～２０２５年度のまとめ

事業計画
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●施策 2 環境に配慮した農業の推進 

（個別施策） 

4

4

4

4

53

気候変動への適応

関係機関と連携して環

境に配慮したより持続

性の高い農法について、

農業者に情報提供しま

す。

関係機関と連携して環

境に配慮したより持続

性の高い農法について、

農業者に情報提供しま

す。

気候変動の影響による高

温や豪雨などに適応する

ため、関係機関と連携し、

農業者や生産組織に対し

て、情報提供を行います。

＜評価＞

栽培技術講習会等を通

じて、情報提供を行いま

した。

施策の内容③　自然環境に配慮した農業基盤の整備

52

施策の内容④　気候変動への適応

51

家畜排せつ物処理施設等

の整備･改修に対する助

成
家畜排せつ物処理施設

等の整備・改修に係る費

用の一部を補助します。

家畜排せつ物処理施設

等の改修に係る費用の

一部を6件補助しまし

た。
家畜排せつ物処理施設等

の整備・改修に係る費用

の一部を補助します。

施策の内容②　家畜排せつ物の適正処理と活用の促進
＜評価＞

家畜排せつ物処理施設

等の改修に係る費用の

一部を補助することで、

家畜排せつ物の適正処

理と堆肥等への活用の

促進をしました。

50

環境保全型農業の促進
園芸用廃ビニールの適

正な処理に対して支援

を行います。環境保全型

農業について、農業者に

理解を求めるとともに、

取り組む農業者には実

績に応じ直接支援を行

います。

園芸用廃ビニールの適

正な処理による環境に

配慮した農業生産を促

進するため、廃棄処理事

業の主体であるJA湘南

に435,000円補助しま

した。

園芸用廃ビニールの適正

な処理に対して支援をし

ます。また、環境に配慮し

たより持続性の高い農法

について、農業者に理解

を求めます。

２０２２年度～２０２５年度のまとめ

事業計画

＜評価＞

自然環境に配慮した農

道・水路等の整備
環境に配慮した重機・資

材の使用を推進し、自然

環境に配慮した道水路

の整備をします。

環境に配慮した、排出ガ

ス対策型の重機や再生

材の使用を推進しまし

た。

農道、用水路、用水路の転

落柵、堰を整備します。ま

た、新たな路線整備も推

進します。

＜評価＞

環境に配慮した重機・資

材の使用を推進し、自然

環境に配慮した農道、水

路の整備をしました。

№
個別施策

2025年度計画 2025年度実績

関係機関からの最新情

報を栽培技術講習会等

の機会を通じ、提供しま

した。

環境に配慮した重機・資

材の使用を推進し、自然

環境に配慮した農道、水

路を整備しました。

家畜排せつ物処理施設

等の改修に係る費用の

一部を補助することで、

家畜排せつ物の適正処

理と堆肥等への活用を

促進しました。

園芸用廃ビニールの適

正な処理による環境に

配慮した農業生産を推

進しました。

2025年度評価

説明

園芸用廃ビニールの適

正な処理による環境に

配慮した農業生産を推

進しました。

施策の内容①　環境保全型農業の促進
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3-1 うるおいとやすらぎのあるまちをつくります 

●施策 1 みどりのネットワークの形成 

（重点施策） 

2025年度評価

２０25年度事業計画 ２０25年度事業実績

花苗の配布箇所数
40箇所

公園、広場等の公共用地及び公民館等のプラン
ターや花壇用として、花苗を配布しました。ま
た、花と緑のモデル地区等へ花苗を配布したほ
か、MNビルのプランターの維持管理につい
て、民間企業と連携するよう調整を進め、令和
8年3月に試行作業を実施しました。

施策の内容②　みどりのつながりの確保

指標

花苗の配布箇所数

年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

個別施策 事業計画

花とみどりのまちづくりの推進
公園、広場等の公共用地及び公民館等のプラン
ターや花壇に花苗を配布します。また、モデル
地区及びモデル商店会等へ花苗を配布します。

№55

目標 40箇所 40箇所 40箇所 40箇所

実績 40箇所 40箇所 40箇所 40箇所

評価の説明や課題等

計画通り花苗を配布するとともに、プランターの維持管理について、民間企業と連携して実施するよう調整を進

めました。4

２０２２年度～２０２５年度のまとめ

計画通り、花苗を配布しました。また、令和7年度はこれまでの取組を一歩進め、プランターの維持管理について民間企業と連携し

て実施するよう調整を進めました。

 

3 快適な都市環境を保全・創造します 
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（個別施策） 

4

4

4

4

4

4

57

58

59

市民の緑化活動に対する

支援

うるおいとやすらぎのあ

るまちにするため、市民

の緑化活動に対する支

援策として、地域で緑化

を推進する緑化モデル

団体及び公園愛護会へ

の支援を継続し、みどり

のネットワークを形成し

ます。

【緑化モデル団体】

登録団体へ花配布(年2

回)

【公園愛護会】

各団体へ交付金の交付、

公園愛護会連絡協議会

総会の開催、役員会の開

催、会報の発行、研修

緑化モデル団体

登録団体へ花配布(年２

回)を行いました。

【公園愛護会】

・１６１の公園愛護会各団

体へ交付金を交付

・公園愛護会連絡協議会

総会を対面にて開催

・役員会の開催

・会報の発行

うるおいとやすらぎのあ

るまちにするため、市民

の緑化活動に対する支援

策として、地域で緑化を

推進する緑化モデル団体

及び公園愛護会への支援

を継続し、みどりのネット

ワークを形成します。

緑化に関する普及啓発の

実施

平塚市緑化まつりを開

催し、緑化意識や環境意

識の高揚を図ります。ま

た、平塚市緑化ポス

ター・標語コンクールを

実施し、作品の展示を行

い、緑化意識の啓発を行

います。

第49回平塚市緑化まつ

りを開催し、緑化意識や

環境意識の高揚を図り

ました。また、令和７年度

平塚市緑化ポスター・標

語コンクールを実施し、

ポスター１９７点、標語８

８点の応募がありまし

た。

平塚市緑化まつりを開催

し、緑化に関する普及啓

発をするとともに環境意

識の啓発を図ります。ま

た、平塚市緑化ポスター・

標語コンクールを実施し、

作品の展示を行い、緑化

意識の啓発を行います。

60

事業所等における緑化の

促進
引き続き、まちづくり条

例に基づき、事業所等に

おける緑化推進に関す

る指導を実施します。

まちづくり条例に基づ

き、緑化指導を実施しま

した。（緑化計画書の提

出は3３件、その他にも

できるだけ多くの緑地

を確保するよう指導しま

した。）

まちづくり条例に基づ

き、事業所等における緑

化促進に関する指導を実

施します。

施策の内容①　拠点となるみどりの確保

№
個別施策

2025年度計画

良好な樹木等の保全

保護事業として５か所を

予定しています。

樹木等の保全について

は、管理のために必要な

助成を行いました。樹木等の保全について

は、管理のために必要な

助成を行います。

施策の内容②　みどりのつながりの確保

枯損等が懸念される樹

木の保護に向けた情報

収集を行う必要があり

ます。

施策の内容③　市民や事業者による緑化活動の支援と促進

道路沿いの緑化

19箇所に苗木の提供を

行います。

18箇所に苗木の提供を

行いました。
道路沿いの植栽等を推進

します。

個別施策
2025年度計画

既存樹木の整姿・剪定等

を行い、都市公園のみど

りを保全しました。

56

＜評価＞

既存樹木の整姿・剪定等

を行い、都市公園のみど

りを保全しました。

＜評価＞

枯損等が懸念される樹

木の保護に向けた情報

を収集し、保全・管理に

必要な支援をしました。

2025年度実績 ２０２２年度～２０２５年度のまとめ

事業計画

＜評価＞

概ね計画通り推移しまし

た。

１団体の活動辞退に伴

い、実施数は18箇所と

なったものの、継続箇所

については適切な管理

により概ね計画通り推

移しました。

2025年度実績 ２０２２年度～２０２５年度のまとめ

事業計画

№

54

身近な公園整備の推進
既存の都市公園を適正

に管理し、必要に応じて

樹木等の補植を行いま

す。

既存の都市公園の樹木

が健全に生育できるよ

う整姿・剪定等を実施し

ました。

みどりのネットワークの拠

点となる都市公園の整備

を推進します。

指導の結果、事業所等に

新たな緑地が増加しまし

た。

公園愛護会・緑化モデル

団体の活動を計画的に

支援しました。

平塚市緑化まつりを開

催することで、緑化に関

する普及啓発をするとと

もに環境意識の高揚を

図りました。また、平塚

市緑化ポスター・標語コ

ンクールを実施し、作品

の展示を行うことで緑

化意識を啓発しました。

2025年度評価

説明

2025年度評価

説明

＜評価＞

平塚市緑化まつりを開

催することで、緑化に関

する普及啓発をするとと

もに環境意識の高揚を

図りました。また、平塚

市緑化ポスター・標語コ

ンクールを実施し、作品

の展示を行うことで緑

化意識を啓発しました。

＜評価＞

公園愛護会・緑化モデル

団体の活動を計画的に

支援しました。

＜評価＞

指導の結果、事業所等に

４２件の新たな緑地が増

加しました。
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●施策 2 さわやかで清潔なまちづくりの推進 

（個別施策） 

4

4

4

4

２０２２年度～２０２５年度のまとめ

事業計画

引き続き、寄付金財源を

基に野良猫の不妊・去勢

手術に対する補助金を

拡充します。

寄付金財源を基に、オス

１０２匹、メス88匹の野

良猫の不妊・去勢手術に

対して拡充補助（１件あ

たりの補助額の増額）し

ました。

野良猫の不妊去勢手術を

実施することを支援する

とともに、市民団体との

協働で地域猫活動に取り

組みます。

施策の内容②　ペットと人が快適に共生するまちづくりの推進

62

清潔なまちづくりに向け

た普及啓発の実施
まちぐるみ大清掃や美

化キャンペーンを通じ

て、美化意識の啓発を行

います。

美化意識啓発のため、５

月、11月にまちぐるみ

大清掃を実施しました。

12月のさわやかで清潔

なまちづくりキャンペー

ンは雨天のため中止しま

した。

まちぐるみ大清掃や美化

キャンペーンを通じて、美

化意識の啓発を行いま

す。

美化推進モデル地区にお

ける取組の支援
美化推進モデル地区に

対し、清掃や条例啓発等

の美化活動に必要な支

援をします。

クリーンひらつか指導員

の派遣や啓発チラシの

作成、清掃活動に係る物

品等の提供を行いまし

た。

美化推進モデル地区に対

し、清掃や条例啓発等の

美化活動に必要な支援を

します。

施策の内容①　さわやかで清潔なまちづくりの推進

61

№

63

野良猫による生活被害軽

減策の実施

犬猫の譲渡会と動物フェ

スティバル（会場：伊勢原

市）等を開催します。

犬猫の譲渡会（10╱4）と

動物フェスティバル（会

場：伊勢原市）等を開催

しました。

犬猫の新しい飼い主を探

す譲渡会や飼い主のマ

ナー講習会を開催します。

64

飼い主への意識啓発 動物愛護週間にあわせ、

新たに保護猫里親のパ

ネル展を実施するととも

に動物フェスティバル

（会場：伊勢原市）等を開

催し、動物愛護の普及に

寄与しました。

クラウドファンディング

により、オス147匹、メ

ス111匹の野良猫の不

妊・去勢手術に対して拡

充補助し、野良猫による

生活被害軽減策を実施

しました。引き続き、寄

付金財源を基に野良猫

の不妊・去勢手術に対す

る補助金を拡充し、野良

猫による生活被害軽減

の推進に努めます。

まちぐるみ大清掃や美

化キャンペーンを通じ

て、美化意識を啓発し、

清潔なまちづくりに努め

ました。

美化推進モデル地区に

おける美化活動を支援

し、地区内市民の美化意

識向上に寄与しました。

個別施策
2025年度計画 2025年度実績

2025年度評価

説明

＜評価＞

美化推進モデル地区に

対し、清掃や条例啓発等

の美化活動に必要な支

援をしました。

＜評価＞

市民の美化意識を向上

するためまちぐるみ大

清掃を実施しました。

＜評価＞

野良猫の不妊・去勢手術

に対する補助金全体とし

てはオス１０２匹、メス

117匹に対して補助しま

した（左記拡充分を含

む）。

＜評価＞

動物フェスティバル（11

╱１５）を開催し、ペットの

災害対応をテーマに約

9000人の来場があり

ました。
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●施策 3 平塚らしい景観のあるまちづくりの推進 

（重点施策） 

2025年度評価

２０25年度事業計画 ２０25年度事業実績

相模川における花畑の管理を、市民ボランティア等とと
もに進めます。

相模川における花畑の管理を、市民ボランティ
ア等とともに進めました。

№68

12箇所 12箇所 12箇所 12箇所

個別施策 事業計画

花の名所づくり
相模川における花畑の管理を、市民ボランティ
ア等とともに進めます。

指標

花の名所箇所数

年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

目標 13箇所

施策の内容①　平塚らしい景観のあるまちづくりの推進

13箇所 13箇所 13箇所

実績

２０２２年度～２０２５年度のまとめ

計画通り花畑の管理を市民ボランティア等と実施し、花の名所づくりに努めました。

評価の説明や課題等

計画通り、花畑の管理を市民ボランティア等と実施することができました。
4
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（個別施策） 

4

4

4

個別施策

66

建築協定制度の導入促進

開発事業に対する事前

相談時に制度のＰＲを実

施するとともに、土地所

有者への理解を得なが

ら住みよいまちづくりの

促進を図ります。

開発事業に対する事前

相談時やホームページ

において建築協定制度

についてのPRを行いま

したが、制度を利用する

ような大規模な開発の

事例はありませんでし

た。

67

屋外広告物の掲出に関す

る規制･指導の実施

屋外広告物を設置して

いる事業者等に対して、

広告物の適正な表示及

び安全点検の実施につ

いて啓発・指導を行いま

す。また、引き続き不適

合物件への是正指導及

び未申請物件の申請促

進を実施します。除却協

力員（MKO）との協力に

より、違反広告物の除却

活動を実施します。

屋外広告物を設置して

いる事業者等に対して、

広告物の適正な表示及

び安全点検の実施にか

かる啓発指導を行うと

ともに、安全性確保の更

なる推進を図るための

条例改正を行いました。

また、不適合物件への是

正指導及び未申請物件

の申請促進を随時実施

しました。なお、除却協

力員（MKO）との協力に

よる違反広告物の除却

活動を実施予定でした

が悪天候のため中止と

なりました。

平塚市屋外広告物条例に

基づき、屋外広告物を設

置している事業者等に対

して、広告物の適正な表

示及び安全点検の実施に

ついて啓発・指導を行い

ます。また、不適合物件へ

の是正指導及び未申請物

件の申請促進を実施しま

す。

除却協力員（MKO）との

協力により、違反広告物

の除却活動を市内の各地

域で実施します。

２０２２年度～２０２５年度のまとめ

65

景観計画及び景観条例に

基づく取組の推進

景観計画や景観条例を、

より一層周知するととも

に、良好な景観形成に寄

与する市民団体の活動を

推進するため、職員派遣

などの支援をします。ま

た、公共空間の質の向上

やまちの魅力を高める景

観形成を誘導するため、

建築物や工作物等に対し

て、景観ガイドラインや公

共施設景観ガイドラインに

基づき指導・助言を行い

ます。

景観計画や景観条例を

より一層周知するととも

に、良好な景観形成に寄

与する市民団体の活動

を推進するため、職員派

遣等の支援を行います。

また、公共空間の質の向

上やまちの魅力を高め

る景観形成を誘導する

ため、建築物や工作物等

に対して、景観ガイドライ

ンや公共施設景観ガイド

ライン、景観重要公共施

設制度に基づき指導等

を行います。

景観計画や景観条例を

より一層周知するととも

に、良好な景観形成に寄

与する市民団体の活動

を推進するため、職員派

遣や事務手続き等の支

援を行いました。また、

公共空間の質の向上や

まちの魅力を高める景

観形成を誘導するため、

建築物や工作物等に対

して、景観ガイドラインや

公共施設景観ガイドライ

ンに基づき指導・助言を

行いました。

開発事業に対する事前相

談時に制度のＰＲを実施

するとともに、土地所有

者への理解を得ながら住

みよいまちづくりの促進

を図ります。

＜評価＞

計画通り、屋外広告物を

設置している事業者等

に対して、広告物の適正

な表示及び安全点検の

実施について啓発・指導

を行うとともに、不適合

物件への是正指導及び

未申請物件の申請促進

を実施しました。また、違

反広告物については、職

員による平塚駅前での

除却活動を実施しまし

た。

＜評価＞

市民団体活動の推進や、

ガイドラインに基づく指

導・助言について、計画

通り実施することができ

ました。

＜評価＞

計画通り、屋外広告物を

設置している事業者等

に対して、広告物の適正

な表示及び安全点検の

実施について啓発・指導

を行うとともに、不適合

物件への是正指導及び

未申請物件の申請促進

を実施しました。また、除

却協力員（MKO）との協

力により、違反広告物の

除却活動を実施しまし

た。

開発事業に対する事前

相談時に制度のＰＲを実

施するとともに、土地所

有者への理解を得なが

ら住みよいまちづくりの

促進を図りました。

景観計画や景観条例を

より一層周知するととも

に、良好な景観形成に寄

与する市民団体の活動

を推進するため、職員派

遣や事務手続き等の支

援を行いました。また、

公共空間の質の向上や

まちの魅力を高める景

観形成を誘導するため、

建築物や工作物等に対

して、景観ガイドラインや

公共施設景観ガイドライ

ンに基づき指導・助言を

行いました。さらに、令

和6年度には良好な景

観の維持・保存等を図る

ため、なぎさプロムナー

ドなどの道路を景観重

要公共施設に位置づけ

ました。

2025年度計画 2025年度実績
2025年度評価

説明事業計画

施策の内容①　平塚らしい景観のあるまちづくりの推進

№

開発事業の事前相談時

やホームページへにお

いて建築協定制度につ

いてのPRを行いまし

た。
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4

4

4

平塚八景を観光資源と

して活用するため、様々

な情報発信を行います。

また、ハイキングコース

などの環境づくりを進

めるため、危険個所の修

繕などを行います。

平塚市ホームページで

情報発信しているほか、

商業観光課で作成して

いる観光ガイドマップで

平塚八景を掲載しまし

た。

ハイキングコースの整備

については、橋の修繕

2ヶ所、倒木の除去２本、

柵の設置5ヶ所を行いま

した。

71

社寺林や屋敷林など歴史

ある緑の保全

条例に基づく保全樹等

の保護事業を推進しま

す。

保全樹等の枯損や倒木

を未然に防ぐため、樹木

医診断を実施しました。

保全樹等の枯損や倒木

を未然に防ぐため、樹木

医診断を実施しました。

70

歴史的・文化的資源の保

存と活用

旧横浜ゴム平塚製造所

記念館で指定管理によ

る運営管理を実施し、民

間の手法での活用事業

やバラ等の維持管理の

他、講座や音楽演奏会、

同館利用団体による活

動発表会等を実施し、歴

史的建造物の保存と活

用を進めていくととも

に、平塚らしい自然と調

和した景観のある施設

づくりを行います。

音楽演奏会（春478人・

秋403人）、同館利用団

体による成果発表会

（320人）や毎月１回の

全館解放事業、コンサー

トなどの開催や、湘南を

中心とした広域イベント

への参加により活用を

図り、ウェブページやイ

ンスタグラムを活用し広

く情報を発信しました。

また、約２００本のバラの

開花に合わせた春と秋

のバラフェスタ（春157

人、秋67人）の開催、バ

ラの写真・絵の展示によ

り記念館をバラの拠点

として活用しました。

＜評価＞

観光資源として、市ホー

ムページ等で情報発信し

ました。多くの人へ情報

を届けるためSNSの活

用を検討する必要があ

ります。

ハイキングコースついて

は、雨等で腐食した橋の

修繕や倒木を撤去し、安

全面を強化しました。

説明

＜評価＞

利用者アンケートでは文

化財である建物と庭園

の維持・管理について高

く評価されています。指

定管理者による湘南を

中心とした広域イベント

への参加や「遊館日」と

いった定期的な催しに

より市内外からの来訪

者の増加につながって

いますが、今後のさらな

る活用のためにＳＮＳに

よる効果的な発信や市

外団体との協働などの

取組みが必要です。

施策の内容②　平塚八景や歴史的・文化的資源の保全と活用

№
個別施策

2025年度計画 2025年度実績 ２０２２年度～２０２５年度のまとめ

事業計画

平塚の代表的な景色・景

観である平塚八景を貴重

な観光資源として活用す

るため、様々な情報発信

を行います。また、多くの

人に親しまれ、訪れてもら

うための環境づくりを進

めます。

＜評価＞

旧横浜ゴム平塚製造所記

念館で講座や音楽演奏

会、同館利用団体による

活動発表会等を実施し、

保存・活用事業を進めて

いくとともに、バラ等の維

持管理により、自然と調

和した景観のある施設づ

くりを行います。

地区計画等が定められる

際などに、既存の樹林地

の保全に関する事項を定

めるなど、保全促進を図

ります。

69

平塚八景の活用

枯損等が懸念される樹

木の保護に向けた情報

を樹木医診断を通じて

収集しました。

指定管理による運営管

理を実施し、民間手法で

の建物活用事業やバラ

等の維持管理の他、講座

や音楽演奏会、同館利用

団体による活動発表会

等の開催により、認知を

広め、歴史的建造物の保

存と活用を推進するとと

もに、自然と調和した景

観のある施設づくりに

努めました。

市ホームページや観光

ガイドマップにて情報発

信しました。また、ハイキ

ングコースについては、

継続的に修繕しており、

安全面を強化しました。

令和８年度以降も継続し

て事業を実施します。

2025年度評価
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3-2 環境共生型のまちをつくります 

●施策 1 環境共生モデル都市の形成 

（重点施策） 

2025年度評価

２０２２年度～２０２５年度のまとめ

土地区画整理組合への支援を継続することで、土地区画整理事業の進捗率は令和７年度で１００％となりました。

令和８年度も継続して大神地区における地域住民等と連携したまちづくりを推進します。

指標

土地区画整理事業の進捗率

評価の説明や課題等

土地区画整理組合を支援することにより、事業の進捗率を上げることができました。

年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

目標 80% 90% 100% －

実績 75% 84% 99% －

施策の内容①　ツインシティの形成に向けた取組の推進

4

個別施策 事業計画

土地区画整理組合による土地区画整理事業並びに地域
住民等と連携したまちづくりの推進

土地区画整理組合と連携し、環境共生のまちづ
くりにおける取組などの検討を進めるととも
に、神奈川県と連携し、地元住民や学識経験
者、立地企業によるツインシティ大神地区タウン
マネジメント連絡会議等において検討を行いま
す。

№72
２０25年度事業計画 ２０25年度事業実績

ー 土地区画整理事業の進捗率：100％
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（個別施策） 

4

4

4

土地区画整理組合や立

地企業等と連携し、環境

共生の取組みを継続し

て実施しています。

＜評価＞

【都市整備課】

土地区画整理組合と連

携し、ZEH建設の促進を

図っています。

【環境政策課】

土地区画整理組合の組

合員に対し、ZEH建設の

普及促進を図るための

補助金制度等を周知し

ました。

施策の内容①　ツインシティの形成に向けた取組の推進

№
個別施策

2025年度計画 2025年度実績 ２０２２年度～２０２５年度のまとめ

事業計画

73

ツインシティにおける公

共交通の利用促進の検討

関係機関と協議や調整

を図り、環境共生のまち

づくりの実現に向けて

取り組みます。

関係機関と協議や調整

を図り、環境共生のまち

づくりの実現に向けて

取り組みました。
神奈川県など関係機関と

協議や調整を図り、環境

共生のまちづくりの実現

に向けて取り組みます。

75

ツインシティにおけるク

リーンエネルギーや家庭

用燃料電池の導入検討

【都市整備課】

土地区画整理組合の広

報紙へZEH建設に対す

る助成制度の記事を掲

載することにより、制度

を周知し、ZEH建設の促

進を図ります。また、面

的な住宅開発が想定さ

れるエリアでは、事業者

とZEH建設を始めとし

た環境に配慮した取組

について協議します。

【環境政策課】

土地区画整理組合の広

報紙へＺＥＨ住宅に関す

る記事を掲載すること

やZEH普及促進パート

ナー事業者との宿泊体

験会等を通じて、補助金

制度等を周知し、ＺＥＨ建

設の促進を図ります。

【都市整備課】

土地区画整理組合の広

報紙へZEH建設に対す

る助成制度の記事を掲

載することにより、制度

を周知し、ZEH建設の促

進を図りました。また、

面的な住宅開発が想定

されるエリアでは、事業

者に対してＺＥＨを始め

とした環境に配慮した取

組を協議しました。

【環境政策課】

土地区画整理組合の広

報紙へのＺＥＨ住宅に関

する情報の掲載や、リー

フレットの配布をするこ

とで制度を周知し、ＺＥＨ

建設の促進を図りまし

た。

住宅街区において、ZEH

導入の補助金を拡充する

など、ZEH住宅促進に取

り組みます。

74

ツインシティにおける環

境共生の取り組みの推進

土地区画整理組合や立

地企業等と協議や調整

を図り、クリーンエネル

ギーの活用、積極的な緑

化、雨水の再利用など環

境共生の取り組みを進

めます。

2025年度評価

説明

令和５年度から地区内に

路線バスが乗り入れ、そ

れにあわせてEVバスが

導入されました。

まちづくりの進捗に合わ

せ、公共交通の利用促進

ができています。

＜評価＞

【都市整備課】

土地区画整理組合の広

報紙へZEH建設に対す

る助成制度の記事を掲

載することにより、制度

を周知し、ZEH建設の促

進を図りました。また、

面的な住宅開発が想定

されるエリアでは、事業

者に対してＺＥＨを始め

とした環境に配慮した取

組を働きかけました。

令和８年度も継続して大

神地区における地域住

民等と連携したまちづく

りを推進します。

【環境政策課】

土地区画整理組合の広

報紙へＺＥＨ住宅に関す

る情報の掲載や、リーフ

レットの配布等をするこ

とで制度を周知しまし

た。また、令和5年度か

らZEHへの補助金額を

拡充するなど、ZEH住

宅の促進に取り組みまし

た。

土地区画整理組合や立

地企業等と協議や調整

を図り、クリーンエネル

ギーの活用、積極的な緑

化、雨水の再利用等環境

共生の取り組みを進め

ました。

令和８年度も継続して大

神地区における地域住

民等と連携したまちづく

りを推進します。

平塚駅～ツインシティ大

神～本厚木駅区間の路

線バスの確保に向け関

係機関と協議を進め、令

和５年度から地区内に路

線バスが乗り入れまし

た。また、これにあわせ

EVバスもが導入される

など、まちづくりの進捗

に合わせた公共交通の

利用促進に努めました。

＜評価＞

土地区画整理組合や立

地企業等と協議や調整

を図り、クリーンエネル

ギーの活用、積極的な緑

化、雨水の再利用等環境

共生の取り組みを進め

ました。

「ツインシティ大神地区ま

ちづくりガイドライン」に

基づき、土地区画整理組

合や立地企業などと協議

や調整を図り、クリーンエ

ネルギーの活用、積極的

な緑化、雨水の再利用な

ど環境共生の取り組みを

進めます。
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●施策 2 交通の円滑化の推進 

（重点施策） 

2025年度評価

２０25年度事業計画 ２０25年度事業実績

平塚駅３㎞圏の自転車ネットワーク整備率：７６％
平塚駅３㎞圏の自転車ネットワーク整備率：
76％

88%

個別施策 事業計画

自転車通行帯の整備
平塚市自転車活用推進計画に基づき、自転車
走行環境を整備します。

№79

指標

平塚駅３㎞圏の自転車ネットワーク整備率

年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

目標 61%

施策の内容②　自転車の利用しやすいまちづくり

70% 79%

実績 49% 54% 66% 76%

評価の説明や課題等

八幡愛甲線など計１０路線に自転車の走行空間を整備し、自転車の走行環境改善及び利用促進を図ることができ

ました。4

２０２２年度～２０２５年度のまとめ

計画期間中、合計２５路線（約11.8km）について、法定外路面標示（矢羽根マーク）を行い、自転車の走行環整備及び利用を促進し

ました。
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（個別施策） 

5

3

4

4

4

駐輪需要の動向を注視

しつつ、まちづくり財団

と既存駐輪場のあり方

について協議を行い、一

時利用の台数を増やす

などして、市民ニーズに

合った駐輪環境を整備

しました。

80

駐輪場の整備
西口第一駐輪場の一時

利用を増やすとともに、

利用料金を見直す等、ま

ちづくり財団と協議し、

駐輪場の利便向上を図

るとともに、紅谷パール

ロードの暫定駐輪場の

あり方を検討します。

まちづくり財団と協議の

上、西口第一駐輪場にお

ける一時利用の台数を

増やすとともに利用料金

の見直しを行いました。

駅南側の駐輪場について

は、「平塚市自転車活用推

進計画」に基づき、駐輪場

の新設や既存駐輪場の改

修を検討しつつ、駐輪需

要に見合った整備に向け

て取り組みます。

事業計画

神奈川県地域交通研究会

において、バス交通の充

実や生活路線の運行確保

等について調査・検討を

行います。

バス停上屋設置に対する

支援策について、バス事

業者との調整に取り組み

ます。新たなバス停付近

の駐輪場等の設置に向け

て検討します。

情報提供の強化として、

バス事業者と連携して、

バスマップを配布します。

＜評価＞

八幡愛甲線について、地

権者交渉に時間を要し

たため、予定していた用

地取得１件は、令和８年

度の実施を予定してい

ます。

八幡愛甲線は用地取得

（３件）を行い、真土金目

線は補償調査（９件）と歩

道設置工事（工事延長８

２ｍ）、用地取得（３件）を

行いました。

78

鉄道交通の整備促進

神奈川県鉄道輸送力増

強促進会議の総会にお

いて、鉄道混雑の緩和や

新規鉄道の平塚駅乗り

入れ等の実現に向け、関

係機関に要望活動を引

き続き実施します。

神奈川県鉄道輸送力増

強促進会議の総会にお

いて、鉄道利便性向上や

バリアフリーの推進等、

鉄道会社への要望活動

を行いました。

また、平塚駅ホームドア

設置に向けた要綱を制

定しました。

神奈川県鉄道輸送力増強

促進会議に参加し、鉄道

混雑の緩和や新規鉄道の

平塚駅乗り入れなどの実

現に向け、商業関係者と

連携しながら、鉄道事業

者に対して要望活動を実

施します。

説明

＜評価＞

要望活動を継続したほ

か、令和8年3月ダイヤ

改正で、特急「湘南」が東

京～平塚間で1本増発さ

れました。

77

道路の新設・改良

八幡愛甲線、真土金目線

の用地取得に取り組み

ます。

真土金目線の用地取得

（３件）を行いました。幹線道路の整備に取り組

みます。

平塚駅北口へ下りエスカ

レーターを設置したほ

か、特急列車の増発、平

塚駅ホームドア設置に向

けた協議等、取組を進め

ました。

76

バス交通の整備促進

神奈川県地域交通研究

会において、バス交通の

充実や生活路線の運行

確保等について情報収

集を行います。

また、民間事業者と連携

した上屋の整備に向け

た協議やバスマップ更新

時の配布をバス事業者

と協働で取り組みます。

神奈川県地域交通研究

会にて、路線バスの維持

確保への対応、コミュニ

ティ交通導入、国・県の

支援施策等の情報収集

を行いました。

湘南車検場前バス停に

サイクル＆バスライド駐

輪場を開設しました。

情報提供の強化として、

EVバスの試乗会、バス

運転士体験会、EVバス

を使用した自動運転バ

スの実証実験をしたほ

か、「バスの乗り方冊子」

を小学1年生へ配布しま

した。

＜評価＞

令和7年度は、県主催の

交通研究会以外の意見

交換の場として、新たに

近隣市町で実施してい

る西部地域部会に参加

し、周辺自治体とより詳

細な意見交換を行いま

した。また、秦野市及び

神奈川中央交通と連携

し、東海大学敷地内にお

いて、本市としては初と

なるバス運転士体験会

を開催しました。

計画期間中、バス停上屋

4箇所（ツインティ大神バ

ス停2箇所、コンフォー

ル平塚前2箇所）を設

置。サイクル＆バスライド

駐輪場2箇所（柳の内、

湘南車検場前）を設置し

ました。

さらにEVバス試乗会を

2回、バス運転士体験会

を1回開催したほか、「バ

スの乗り方冊子」を配布

するなど、バス交通の充

実等に関する取組を進

めました。

施策の内容①　交通による環境負荷の低減

№
個別施策

2025年度計画

システム導入の検討にあ

たり、南北都市軸の道路

状況を確認した結果、現

時点で、目立った渋滞は

ありませんでした。また、

既存バス路線の拡充に

あたり、バス需要の確認

を行いましたが、短時間

に大量輸送が必要な状

況ではないことを確認し

ました。

新しい公共交通システム

の導入及び既存バス路線

の拡充について、まちづ

くりの進捗に合わせて検

討します。

2025年度実績 ２０２２年度～２０２５年度のまとめ
2025年度評価

施策の内容②　自転車の利用しやすいまちづくり
＜評価＞

平塚駅北口周辺におけ

る一時的な駐輪につい

て、利用者の利便性向上

を図ることができまし

た。

施策の内容③　交通の分散と円滑化

81

新しい公共交通システム

の検討

引き続き交通状況を注

視しながら、関係機関と

の協議を実施します。

＜評価＞

現状では、慢性的な渋滞

は発生していないため、

公共車両優先システム

（PTPS）の導入を見

送っています。また、通

常の路線バスで需要が

賄えるため、連節バス等

の導入が必要な状況は

見受けられませんでし

た。

大型商業施設の開業に

合わせて、新たなバス路

線（急行便）の運行を開

始しました。また、道路状

況やバス需要の確認を

行いましたが、慢性的な

渋滞は発生していない

ことや短時間に大量輸

送が必要な状況ではな

いため、公共車両優先シ

ステム（PTPS）や連節バ

スの導入を見送ってい

ます。
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3-３ 気候変動に適応したのまちをつくります 

●施策 1 ヒートアイランド対策の推進 

（重点施策） 

2025年度評価

２０25年度事業計画 ２０25年度事業実績

みどりのカーテンづくり相談会や緑化まつり等の際に
チラシを配布し、コンテストへの参加者を増やします。ま
た、入賞作品の展示を通じて、さらなる普及促進を目
指します。
【応募目標38件】

みどりのカーテンコンテストを実施し、３３件の
応募がありました。
10月30日（木）～11月7日（金）に市役所本館
にて入賞作品を展示し、市民へ周知しました。

個別施策

目標 33件 34件

実績 23件 21件

事業計画

クール・タウンの普及啓発の実施 みどりのカーテンコンテストを実施します。

№85

評価の説明や課題等

応募目標件数は達成できませんでしたが３３件の応募があり、入賞作品の展示や市ホームページへ掲載すること

で普及啓発に取り組みました。

指標

みどりのカーテンコンテスト応募件数（個人・団体）

年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

施策の内容①　ヒートアイランド対策の推進

２０２２年度～２０２５年度のまとめ

みどりのカーテンコンテストを実施し、クール・タウンに関する普及啓発に努めました。

35件 33件

4

36件 38件
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4

4

4

№
個別施策

2025年度計画 2025年度実績 ２０２２年度～２０２５年度のまとめ

事業計画

みどりのネットワークの拠

点となる都市公園の整備

を推進します。

84

人工排熱の抑制に向けた

普及啓発の実施

みどりのカーテンづくり

相談会を実施し、普及啓

発を実施します。

みどりのカーテンづくり

相談会を実施しました。

参加人数：１７人

開催日：令和７年5月24

日（土）

ヒートアイランド現象に関

する普及啓発を実施しま

す。

既存樹木の整姿・剪定等

を行い、都市公園のみど

りを保全しました。

＜評価＞

相談会の会場に、前年度

のみどりのカーテンコン

テスト入賞作品を展示

し、啓発に取組みまし

た。

＜評価＞

既存の都市公園の樹木

が健全に生育できるよ

う整姿・剪定等を実施し

ました。

公共施設における壁面

緑化やみどりのカーテン

づくり相談会を実施し、

ヒートアイランド現象に

ついて普及啓発しまし

た。

有効な建物等の緑化策

について情報収集を行

います。

建築物の壁面緑化等の

有効な緑化策について

情報収集しました。
有効な建物等の緑化策に

ついて検討し、導入を推

進します。

＜評価＞

壁面緑化の製品の情報

を収集し、緑化協議に活

かしました。

82

既存樹木の整姿・剪定等

を行い、都市公園のみど

りを保全しました。

壁面緑化の製品の情報

を収集し、緑化協議に活

かしました。

施策の内容①　ヒートアイランド対策の推進

83

身近な公園整備の推進

（再掲） 既存の都市公園を適正

に管理し、必要に応じて

樹木等の補植を行いま

す。

建物等の緑化の促進

2025年度評価

説明
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●施策２ 風水害対策の強化 

（重点施策） 

2025年度評価

個別施策 事業計画

防災意識の向上
各種ハザードマップを用いた「マイ・タイムライ
ン」の普及、啓発による防災意識の向上を図り
ます。

№86
２０25年度事業計画 ２０25年度事業実績

防災ひらつかチャンネルで防災啓発動画を配信し、防
災意識の向上を図ります。

本年度の防災啓発動画再生回数　27,684回
累積再生回数307,401回

5

190,000回 225,000回 260,000回

実績 160,000回 207,000回 279,718回 307,401回

指標

防災啓発動画再生回数

年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

目標 155,000回

２０２２年度～２０２５年度のまとめ

防災ひらつかチャンネルで防災啓発動画を配信し、各年度再生数目標を達成することで、防災意識の向上に努めました。

評価の説明や課題等

令和7年度は、動画を７本投稿し、チャンネル登録者は６６人に増加しました。また、防災啓発動画再生回数の目標

値を260,000回に設定しましたが、目標を上回る再生回数となりました。

施策の内容①　防災対策の推進
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（個別施策） 

4

4

ー

施策の内容①　防災対策の推進

施策の内容②　浸水対策の推進

89

総合的な浸水対策

－

（令和５年度にて完結）
ー

土のうステーション・フ

ラップゲートの設置や管

路の築造工事等を実施し

ます。

ー

総合浸水対策第３次実

施計画を策定しました。

管路の整備、フラップ

ゲートや土のうステー

ションを更新しました。

令和８年度以降も継続し

て、事業を実施します。

計画期間中、ほっとメー

ルひらつか（地震風水害

情報）の登録者数が毎年

増加しました。

２０２２年度～２０２５年度のまとめ

＜評価＞

事業計画

浸水しないまちづくりの

実現に向けて、構想づく

りを進めます。

2025年度評価

説明
№

個別施策
2025年度計画 2025年度実績

87

災害情報の提供

周知啓発等を行い、登録

者数増加を図ります。

ほっとメールひらつか登

録者数11,216人
ほっとメールひらつか（地

震風水害情報）の登録者

数の向上を図ります。

＜評価＞

令和７年度に２９６人増

加しました。

＜評価＞

88

土のうステーション等の

整備

総合浸水対策第３次実

施計画に基づき、管路等

の整備を行います。

フラップゲートを１箇所

設置し、土のうステー

ション４箇所の更新を行

いました。

フラップゲートや土のう

ステーションの更新を予

定どおり行いました。
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●施策３ 熱中症対策の推進 

（重点施策） 

2025年度評価

２０25年度事業計画 ２０25年度事業実績

熱中症対策講習会参加者数（関係機関職員含む）
：目標95人（累計）

熱中症対策アンバサダー講座を開催し、２９人
が認定を受け、累計１４６人となりました。

事業計画

熱中症予防への意識啓発 適切な熱中症予防のため講習会を開催します。

№91

個別施策

目標 50人 65人 80人 95人

指標

熱中症対策講習会参加職員数（関係機関職員含む）：累計

年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

49人 84人 117人 １４６人

5

２０２２年度～２０２５年度のまとめ

熱中症対策講習会（熱中症対策アンバサダー講座）の参加者数は累計１４６人でした。目標人数（累積）が95人であったため、目標

を達成しました。今後も継続して取り組みます。

評価の説明や課題等

市民や関係機関職員の参加により、参加者の増加や熱中症対策の普及啓発に繋がりました。

施策の内容①　熱中症対策の推進

実績

 

 

4

90

熱中症予防に関する情報

発信の実施

市ホームページやLINE

等により情報を発信す

ることで、熱中症予防の

啓発を行います。

熱中症に関する市ホー

ムページを修正しまし

た。

LINEとほっとメールを

１６回配信しました。

効果的な熱中症予防行動

を促す情報発信を行いま

す。

＜評価＞

市ホームページや

LINE、ほっとメールで

熱中症に関する情報を

発信することで、広く市

民に周知すしました。

市ホームページやLINE

等により、こまめな水分

補給や暑熱順化等の熱

中症予防の啓発を行い、

市民に広く周知しまし

た。今後も市ホームペー

ジやチラシにより、効果

的に情報発信します。

施策の内容①　熱中症対策の推進

№
個別施策

2025年度計画 2025年度実績 ２０２２年度～２０２５年度のまとめ

事業計画

2025年度評価

説明
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4-1 脱炭素社会の実現に向けて取り組みます 

●施策 1 脱炭素社会に対応するライフスタイルの普及促進 

（重点施策） 

2025年度評価

施策の内容①　脱炭素社会に対応するライフスタイルの普及促進

指標

コツコツプランの小中学生の参加者の割合

年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

個別施策 事業計画

日常生活における環境への配慮の取組の促進
（再掲：本編No.92を一部修正）

イベント等を通して、デコ活を推進するととも
に、ひらつかCO2CO2プランを推進し、日常
生活における環境配慮の取組を市民に広げま
す。

№92
・

別-1

２０25年度事業計画 ２０25年度事業実績

イベント等を通して、デコ活を推進するとともに、ひら
つかCO2CO2プランを推進し、日常生活における環
境配慮の取組を市民に広げます。

ひらつかCO2CO2プランでは小・中学生が３，
０６３人が参加しました。参加率は約１８％でし
た。

16% 18%

目標 45% 46% 47% 48%

実績 52% 52%

評価の説明や課題等

小・中学生に周知用のチラシを配布した結果、昨年度より参加者が増加しましたが、参加率48%の目標に対し、半

分未満の達成率である１８％の参加率にとどまりました。参加方法等を再検討し取組を推進します。2

２０２２年度～２０２５年度のまとめ

ひらつかCO2CO2プランにより、市民による環境配慮の取組を促進しました。

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 地球環境保全へ貢献します 
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（個別施策） 

4

4

4

ー

施策の内容①　脱炭素社会に対応するライフスタイルの普及促進

№
個別施策

2025年度計画

雨水貯留槽購入費補助

金　１７基

浄化槽転用雨水貯留槽

施設設置工事費補助金

１基

雨水貯留槽の設置補助を

実施し、雨水の有効利用

を促進します。

＜評価＞

広報紙や市ホームペー

ジ、X(旧Twitter)を利

用してのメッセージ配信

等で制度を周知しまし

た。雨水利用推進法で定

められている国の財政

上の措置等の動向を注

視する必要があります。

広報紙や市ホームペー

ジ、LINEやX(旧

Twitter)を利用しての

メッセージ配信等で制度

を周知したことにより、

令和５年度以降は目標

を上回る申請件数とな

り、雨水の有効活用を促

進しました。

2025年度評価

説明
2025年度実績 ２０２２年度～２０２５年度のまとめ

事業計画

クールシェアスポットの紹

介

95
・

別-４

クールシェアスポットに

ついて、ウェブサイトや

チラシ等で周知すると共

に気候変動の適応策に

関して関係課に情報提

供することで、熱中症対

策を促進しました。

94
・

別-3

クール・タウンの普及啓発

の実施（再掲）
みどりのカーテンづくり

相談会や緑化まつり等

の際にチラシを配布し、

コンテストへの参加者を

増やします。また、入賞

作品の展示を通じて、さ

らなる普及促進を目指

します。

【応募目標38件】

みどりのカーテンコンテ

ストを実施し、３３件の応

募がありました。

10月30日（木）～11月

7日（金）に市役所本館

にて入賞作品を展示し、

市民へ周知しました。

みどりのカーテンコンテ

ストを実施します。

公共施設に加え、民間事

業者にも参加を呼びか

け、クールシェアスポット

を増やし、ウェブサイト等

で紹介します。

＜評価＞

応募目標件数は達成で

きませんでしたが３３件

の応募があり、入賞作品

の展示や市ホームペー

ジへ掲載することで普及

啓発に取り組みました。

＜評価＞

気候変動適応法で規定

される「クーリングシェ

ルター」を運用に伴い、

熱中症対策を含む気候

変動の適応策に関して

関係課に情報提供しまし

た。

93
・

別-2

雨水の有効活用の促進
広報紙やＨＰ、LINEや

X(旧Twitter)を利用し

てのメッセージ配信等で

制度を周知します。雨水

利用推進法で定められ

ている国の財政上の措

置等の動向を注視し、雨

水の有効活用を啓発し

ます。

96
・

別-5

ライトダウンキャンペーン

の実施

＜評価＞

ひらつかCO₂CO₂プラ

ンを活用し、一般市民や

市内事業者等へ省エネ

につながる取組を周知・

啓発します。

環境省が事業を終了し

たため、ライトダウンキャ

ンペーンは実施しません

でしたが、省エネの取組

について、ひらつか

CO2CO2プランを活用

し、周知啓発しました。

ライトダウンキャンペーン

を実施し、公共施設や企

業の参加を促します。

省エネにつながる取組

について、市民へ啓発す

る方法や行動変容を促

す方法等を継続して検

討する必要があります。

国や県等からの気候変

動適応に関する情報提

供について関係課へも

情報提供を行います。

国や県等からの気候変

動への適応に関する情

報を関係課へ提供しまし

た。

みどりのカーテンコンテ

ストを実施し、クール・タ

ウンに関する普及啓発

に努めました。

ライトダウンキャンペー

ンやひらつかCO2CO2

プランを実施し、省エネ

につながる取組を周知・

啓発しました。

 
 

 

 

 



52 

●施策 2 再生可能エネルギーや高効率な省エネルギー機器等の導入促進 

（重点施策） 

2025年度評価

個別施策 事業計画

高機能住宅の普及促進
ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス（ＺＥＨ）を建築
する場合に、その費用に対し、支援します。

№98
・

別-7

２０25年度事業計画 ２０25年度事業実績

ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス（ＺＥＨ）の建設費用へ
の支援を行います。

ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス（ＺＥＨ）導入補
助金を74件交付しました。また、ZEHパート
ナー事業者と連携して宿泊体験会を実施し,夏
季は16組、冬季は8組が参加しました。

施策の内容①　一般家庭や事業者への再生可能エネルギーや高効率な省エネルギー機器等の導入促進

目標 30件 40件 50件 60件

実績 24件

事業者と連携して宿泊体験会の実施などの普及啓発に努めました。事業計画期間で補助金の利用件数が毎年増加し、累計で１６０

件に補助したことで、ＺＥＨを普及しました。

評価の説明や課題等

36件 ８６件 １６０件

指標

ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス（ＺＥＨ）の補助件数：累計

年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

ＺＥＨ補助金の利用が前年比の約1.5倍になるほか、ＺＥＨパートナー事業者と連携し宿泊体験会を実施し、市民に

対してＺＥＨ住宅の魅力を発信しました。5

２０２２年度～２０２５年度のまとめ
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2025年度評価

２０25年度事業計画 ２０25年度事業実績

脱炭素化及び生産性の向上に係る設備導入の支援件
数
1２件

脱炭素化及び生産性の向上に係る設備導入の
支援件数　4件

脱炭素化及び生産性の向上に係る設備導入の支援件数

指標

目標

12件16件

個別施策 事業計画

事業者のＣＯ2削減につながる設備投資支援
（令和6年度から別冊策定時の見直しにより一部修正）

12件12件

6件実績

施策の内容①　一般家庭や事業者への再生可能エネルギーや高効率な省エネルギー機器等の導入促進

2025年度2024年度2023年度2022年度年度

生産能力の増強や省力化のための設備投資が活発化する中で、補助金を通じて市内中小企業等の脱炭素化と生

産性向上に係る設備導入を支援しました。

市内中小企業等の脱炭素化に向けた生産設備
や、電気自動車等の導入経費の一部を補助しま
す。
また、製造業等が事業所の新増築にあわせて設
置する、太陽光発電等の環境配慮型設備の導入
経費の一部を補助します。

12件32件

№99
・

別-8

4

２０２２年度～２０２５年度のまとめ

社会情勢に応じて補助内容を変更するとともに、国や県の補助金に加えて市の補助を行うことで、市内中小企業等のCO2削減に

資する設備投資支援を実現しました。

評価の説明や課題等

4件
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（個別施策） 

4

ー

4

4

5

２０２２年度～２０２５年度のまとめ

97
・

別-6

市ホームページに市民

向け脱炭素補助金を周

知します。また、事業者と

連携し、イベント等の開

催に合わせて、パネル展

示等の情報提供を行い

ます。

2025年度評価

説明
2025年度実績

新規設置９９件

全てＬＥＤ照明を採用し

ました。防犯街路灯を新規に設置

する際は、ＬＥＤ照明を採

用します。

法令等に基づく指示等

を実施します。

令和７年４月１日の建築

物省エネ法の改正によ

り、原則、全ての建築物

の省エネ基準の適合が

義務化となったため、市

として法令等に基づき

指示等をする必要が無

くなりました。

法令に基づく指示等を継

続して実施します。

事業計画

再生可能エネルギーや省

エネルギー機器等に関す

る普及啓発の実施

建築に伴う環境負荷の低

減

＜評価＞

№ 2025年度計画
個別施策

100
・

別-９

103
・

別-12

環境に配慮した電力契約

の推進

県の０円ソーラー事業や

太陽光及び蓄電池の共

同購入事業等を周知し、

一般家庭向けの取り組

みを周知します。

計画期間中、県が実施す

る一般家庭向けの再生

可能エネルギー導入促

進事業を周知し、市内一

般家庭において活用さ

れた結果、再生可能エネ

ルギーへの切替が進み

ました。さらに、令和７年

度は、太陽光発電設備の

導入費用の補助を実施

し、市内における一般家

庭の再生可能エネル

ギーへの切替が進みま

した。

計画的に既存の照明器

具をLEDに改修し、消費

電力の削減と夜間の安

全確保を両立させまし

た。

防犯街路灯を設置する

際は、ＬＥＤ照明を採用す

ることで、省エネ化を推

進しました。

一般家庭における再生可

能エネルギーの導入や二

酸化炭素排出量の少ない

電力への切替を関係機関

と連携して進めます。

＜評価＞

県の０円ソーラー事業や

共同購入事業による太

陽光発電設備の導入促

進に加え、太陽光発電設

備の導入補助を実施し

たことで、市域の一般家

庭における再生可能エ

ネルギーへの切替が進

みました。

既存の照明器具74基を

LEDに改修しました。

脱炭素化の協定を締結

した事業者と連携し、ＺＥ

Ｈをはじめとした家庭に

おける脱炭素化に関す

る補助金の周知をしまし

た。

＜評価＞

ー

＜評価＞

防犯街路灯を新規に設

置する際は、ＬＥＤ照明を

採用し、省エネ化を推進

しました。

＜評価＞

概ね計画通り推移しまし

た。

建築物省エネ法に基づく

届け出において、基準に

適合するよう指導した結

果、不十分な届出はあり

ませんでした。

令和７年以降は、建築物

省エネ法の改正により、

原則、全ての建築物の省

エネ基準の適合が義務

化されたことで、法令等

に基づく指示等の必要

が無くなりました。

協定を締結した事業者

と連携し、ＺＥＨをはじめ

とした家庭における脱

炭素化の情報を提供し

ました。

市民に県の０円ソーラー

事業や太陽光及び蓄電

池の共同購入事業等を

周知し活用を促すととも

に、太陽光発電設備導入

費用の補助を実施しまし

た。

事業者と連携し再生可

能エネルギーや省エネ給

湯器等の市民向け脱炭

素補助金の周知をしまし

た。また、市ホームペー

ジで市の補助金を周知

するとともに、国県補助

金に関する情報を提供

しました。

市民団体や事業者等と協

力し、イベント等の開催に

合わせて、再生可能エネ

ルギーや省エネ機器（燃

料電池やコージェネレー

ション）等の情報提供を

行います。

施策の内容①　一般家庭や事業者への再生可能エネルギーや高効率な省エネルギー機器等の導入促進

102
・

別-11

道路照明灯のLED照明の

使用
既存の道路照明灯は全

灯をＬＥＤ化していくとと

もに、今後、新規に設置

する際は、ＬＥＤ照明を採

用します。

既存の道路照明灯は全灯

をＬＥＤ化していくととも

に、今後、新規に設置する

際は、ＬＥＤ照明を採用し

ます。

101
・

別-10

防犯街路灯のLED照明の

使用
防犯街路灯を新規に設

置する際は、ＬＥＤ照明を

採用します。

防犯街路灯を設置する

際は、ＬＥＤ照明を設置す

ることで、省エネ化を推

進します。
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4

4

4

3

3

4

計画通り事業を実施しま

した。

水素ステーションの設置

水素ステーション設置に

向けた研究の一環とし

て、新技術等の情報収集

を行います。

＜評価＞

105
・

別-14

104
・

別-13 電気自動車など、クリー

ンエネルギー自動車の普

及を促進します。

106
・

別-15

電気自動車の充電設備の

設置

導入した普通充電器の

利用率の向上を図ると

ともに、同スキームによ

る導入拡大が可能か検

討します。

事業者が国の補助金の

活用し、地区公民館２館

に普通充電器を設置し、

供用を開始しました。

路線バス電動化の促進

路線バス運行業者に電

気バス（ノンステップタイ

プ）の導入経費の一部を

補助し、当該バスへの切

り替えを促します。

＜評価＞

利用率向上を図るため、

市ホームページのレイア

ウトを一部見直しまし

た。

また、地区公民館２館に

普通充電器を設置しまし

た。

＜評価＞

ゼロカーボン市区町村

協議会にて、他自治体の

状況について、情報収集

しました。

108
・

別-17

2025年度実績

企業と連携し、電気自動

車の普及啓発をすると

ともに、市役所駐車場の

充電器を入れ替えるな

ど、クリーンエネルギー

自動車の普及を促進し

ました。

＜評価＞

2025年度評価

説明

施策の内容②　環境に配慮した次世代自動車等の導入促進

他自治体のEV利活用の

検討状況等について情

報収集しました。

公共施設に電気自動車の

充電設備を設置します。

107
・

別-16

EVシェアリングの検討
本市に条件の良い公用

車のＥＶシェアリングの

在り方について引き続

き研究します。

№
事業計画

2025年度計画

水素ステーションについ

ては、最先端技術のた

め、長期的な視点で情報

収集に努めました。

＜評価＞

公用車利用の更なる効

率化を促進し、公用車総

数の適正化により総数

を削減し、更新費用を軽

減する必要があります。

公用車13台を電動車に

更新しました。

公用車の導入・更新時に

は代替え可能な電動車が

ない場合を除き、2030

年度までにすべての公用

車を電動車にすることを

目指し、EV等の電動車を

率先して導入します。

公用車３３台を電動車に

更新し、そのうち電気自

動車を１４台導入しまし

た。また、公用原動機付

自転車１台を電動バイク

に更新しました。

環境省主催のオンライン

セミナーや市内事業者と

の情報交換を通じて、水

素ステーションの導入可

能性を研究しました。

公用車のEVシェアリン

グについての情報収集

や事業者からのヒアリン

グなどを通じて、公用車

のEVシェアリングの導

入を検討しました。

地区公民館や公園駐車

場に電気自動車用の充

電設備を導入し、電気自

動車の普及促進に努め

ました。

電気バス（ノンステップ

タイプ）の導入支援によ

り、事業者側から電気バ

スの導入計画が示され

ると共に、合計12台の

電気バスが導入され、公

共交通の脱炭素化が進

みました。

事業者と連携した電気

自動車の給電デモンスト

レーションや試乗体験等

を実施しました。また、市

駐車場の急速充電器を

入れ替え、市のホーム

ページにより周知する

など、クリーンエネル

ギー自動車の普及を促

進しました。

２０２２年度～２０２５年度のまとめ

水素ステーション設置の

実現に向け、課題を整理

し、事業スキームを研究し

ます。

市内を運行する路線バス

事業者に対し、電気バス

の導入を支援します。

個別施策

電気自動車等の次世代自

動車に関する普及促進の

実施

ひらつか環境フェアに

て、電気自動車の普及促

進に関するイベントを開

催します。

ひらつか環境フェアに

て、電気自動車の給電デ

モンストレーション等を

実施しました。また、市役

所駐車場の急速充電器

を高出力の機器に入れ

替えました。

＜評価＞

市内事業者と水素発電

に関する事業について

情報交換を行いました。

EVの利活用のため、シェ

アリングの検討を進めま

す。

電気バス(ノンステップ

タイプ)の導入支援を行

い、市内路線バス営業所

に電気バス(ノンステッ

プタイプ)が５台導入さ

れました。

別-１８

公用車のEV等の導入

（新規）

公用車１３台を電動車に

更新します。
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3

4

4

4

ー

再生可能エネルギーを

地産地消するための仕

組みづくりを研究しま

す。

神奈川県主催のオンライ

ン説明会で、先進的な自

治体の取組について、情

報収集しました。

2025年度計画 2025年度実績 ２０２２年度～２０２５年度のまとめ

事業計画

109
・

別-19

地域新電力会社の設立を

はじめ、再生可能エネル

ギーの地産地消による有

効活用できる仕組みの研

究を進めます。

112
・

別-22

廃棄物発電

環境事業センター運営

事業者が発電余剰分を

売電します。

発電余剰分として、

22,659,048ｋＷｈの

電力を売電しました。

環境事業センターの焼却

熱を利用した発電を行

い、施設にて電気を使用

するとともに、余剰分を

売電します。

113
・

別-23

充電設備導入の検討を

行いましたが、具体的な

事業化が困難であるた

め、事業を終了しまし

た。

廃棄物発電の利活用に

よるEV用急速充電器の

設置に関し、廃棄物処理

施設を設置・管理・運営

している事業者と令和4

年度から令和6年度まで

継続して協議をしました

が、条件が折り合わな

かったため、事業を終了

しました。

計画期間中、環境事業セ

ンター運営事業者が継

続的に発電余剰分を売

電し、廃棄物発電が活用

されました。

計画通り、温水及び熱を

供給しました。

再エネ及び省エネ機器の

導入を補助し、電力消費

に伴う二酸化炭素排出

量の削減の取組を促進

しました。

廃棄物発電を利活用
【環境政策課】

EVパッカー車の充電設

備設置個所の検討を踏

まえながら、メーカーか

ら情報収集を行い、費用

対効果を検証します。

【収集業務課】

担当課で連携し、廃棄物

発電の利活用によるEV

充電の事業スキームを

構築します。

廃棄物発電の利活用によ

るEV充電の事業スキー

ムを構築します。

＜評価＞

先進事例を参考に、再生

可能エネルギーを利活

用する仕組みについて

検討しました。

地域脱炭素プラット

フォームや国や県主催の

オンラインセミナーに

て、先進自治体の事例に

関する情報を収集し、本

市の特性を考慮した再

エネ導入・利活用のビジ

ネスモデルの可能性を

研究しました。

＜評価＞

太陽光発電設備や省エ

ネ給湯器の導入に係る

費用を補助することで、

市内全域での再エネ及

び省エネ機器導入を促

進しました。

＜評価＞

計画通り、温水及び熱を

供給しました。

ごみの焼却に伴う余熱利

用の推進
環境事業センターから余

熱利用施設に熱供給を

します。
環境事業センターから余

熱利用施設に熱供給をし

ます。

環境事業センターから余

熱利用施設に熱を供給

しました。

施策の内容③　再生可能エネルギー等の地産地消の促進
2025年度評価

説明

110
・

別-20

一定区域での電力消費実

質ゼロの検討 一定区域に限定せず、市

内全域において再エネ

及び省エネ導入を後押し

するため、市民向け脱炭

素補助事業を実施しま

す。

再エネ及び省エネ機器の

導入のを促進するため

市民向け脱炭素補助金

事業を実施しました。

民生部門における電力消

費に伴う二酸化炭素排出

が実質ゼロとなる区域の

実現に向けた検討を進め

ます。

111
・

別-21

＜評価＞

環境事業センター運営

事業者が発電余剰分を

売電しました。

＜評価＞

廃棄物処理施設を設置・

管理・運営している事業

者と令和6年度まで継続

して協議しましたが、条

件が折り合わなかった

ため、事業を終了しまし

た。

№
個別施策

再生可能エネルギーの利

活用
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4

3

4

3

事業計画 説明

ダイヤモンド・リアル

ティ・マネジメント㈱、第

一生命保険㈱等からの

指定寄附金を活用し、東

京大学を中心としたグ

ループによる陸上での

実験を行い、今後の実海

域での実証や商用運転

への展開に向け、順調に

進んでいます。

令和４年度から令和６年

度までは、地域脱炭素プ

ラットフォームや環境省

主催のオンラインセミ

ナーなどを活用し、先進

自治体におけるバイオマ

ス発電施設の導入事例

や関連技術に関する情

報を収集し、バイオマス

発電施設の誘致に向け

た研究を進めました。

また、令和７年度には、

小型バイオマス発電設備

の販売事業者から製品

説明を受け、多量排出事

業者へ情報を提供しまし

た。

2025年度評価
２０２２年度～２０２５年度のまとめ2025年度実績

令和6年度のダイヤモン

ド・リアルティ・マネジメ

ント㈱、第一生命保険㈱

からの指定寄附を活用

し、波力発電のさらなる

高効率・低コスト化の実

験を支援します。また、

企業版ふるさと納税な

どの外部資金を活用し

た支援を引続き模索し

ます。

陸上での最終試験とし

て電気自動車用発電機

を2台設置した実証機タ

イプの発電試験を実施

し、2台の電気自動車用

発電機の制御及び発電

性能を確認するための

研究開発を支援しまし

た。

別-２４

バイオマス発電の活用や

再エネ発電所の誘致の検

討

（新規）

別-２５

再エネ導入・利活用のビ

ジネスモデルの検討

（新規） 会議やオンラインセミ

ナーにて再エネ導入及

び利活用の先進的な事

例について情報収集を

行います。

神奈川県主催のオンライ

ン説明会で、県内の先進

的な自治体の取組につ

いて、情報収集しまし

た。

中長期的な取組として、

本市の特性を考慮した再

エネ導入・利活用のビジ

ネスモデルの可能性を研

究します。

№
個別施策

2025年度計画

地域脱炭素プラット

フォームや国や県主催の

オンラインセミナーに

て、先進自治体の事例に

関する情報を収集し、本

市の特性を考慮した再

エネ導入・利活用のビジ

ネスモデルの可能性を

研究しました。

会議やオンラインセミ

ナーにてバイオマス発電

等の先進的な事例につ

いて情報収集を行いま

す。

小型バイオマス発電設備

の販売事業者から製品

説明を受け、多量排出事

業者へ情報を提供しまし

た。

中長期的な取組として、

バイオマス発電の活用や

再エネ発電所の誘致につ

いて研究し、導入を目指

します。

2025年度実績
事業計画

２０２２年度～２０２５年度のまとめ

先進事例を参考に、再生

可能エネルギーの利活

用について検討しまし

た。

＜評価＞

波力発電について、研究

を支援し、その可能性を

探ります。

＜評価＞

バイオマス発電施設の情

報収集や、多量排出事業

者へ情報を提供しまし

た。

＜評価＞

施策の内容④　脱炭素社会に向けた技術革新への支援

114
・

別-26

個別施策
2025年度計画

地域資源を活用した技術

革新（波力発電関連分野）

への支援

（令和6年度から別冊策

定時の見直しにより一部

修正）

№

脱炭素をテーマとした研

究を支援しました。企業

や研究機関等への継続

的なヒアリングを通して

社会情勢に適合した制

度であり続けるよう努

めてきました。

波力発電の産業化の実

現に向け、市内企業と研

究開発グループの活動

を支援・ＰＲしました。

2025年度評価

説明

【産業振興課】

申請を受けた共同研究

を補助するとともに、制

度の見直しを検討しま

す。

【環境政策課】

脱炭素化に関する共同

研究を支援すると共に、

あらゆる施策を検討しま

す。

平塚市産学共同研究支

援補助金において、脱炭

素がテーマとなる共同

研究の補助実績はあり

ませんでした。

産学との共同研究への支

援をはじめ、あらゆる施

策を検討します。

115
・

別-27

産学との共同研究
＜評価＞

脱炭素をテーマにした研

究の補助金申請はあり

ませんでした。申請相談

者や他の支援機関、研究

機関からのヒアリングを

行うなど制度の見直し

の検討を行いました。
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●施策 3 市の事業活動における環境への配慮 

（重点施策） 

2025年度評価

64%

5

評価の説明や課題等

庁内において実質再エネへの転換がさらに進んだことから消費電力に対する実質再エネ調達の割合は６4％とな

り、目標を上回りました。

計画期間中は、再エネオークションの活用や低圧受電施設の取りまとめ入札による実質再エネ電力の割合が年々上昇し、環境に配

慮した電力調達契約を推進しました。

実績 30% 55%

消費電力に対するカーボンフリーのエネルギー調達割合

２０２２年度～２０２５年度のまとめ

60%

目標 30% 30% 40% 40%

施策の内容①　市の事業活動における環境への配慮

指標

個別施策 事業計画

公共施設における環境に配慮した電力調達契約の推進
公共施設の電力調達にあたっては、カーボンフ
リーの電力を調達できるよう、事業者選定を推
進します。

№118
・

別-31

年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

２０25年度事業計画 ２０25年度事業実績

消費電力に対する実質再エネの調達の割合を61％以
上にします。

再エネオークションの活用や低圧受電施設の取
りまとめ入札を推進したことで、消費電力に対
する実質再エネ調達の割合が上昇しました。
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（個別施策） 

4

5

4

3

引き続きEVパッカー車

の仕様を調査研究する

とともに、EVパッカー車

に適した業務の検討を

行いました。

脱炭素化推進事業債等

を活用することで、LED

照明などの省エネ機器

の導入を推進しました。

国の補助金を活用する

ことで、PPAモデルによ

る太陽光発電設備を市

内３校に導入しました。

庁内の実質再エネへの

転換を着実に進めてき

たことから、業務部門の

CO２排出量を削減しま

した。

実質再エネへの転換に

より業務部門のCO２排

出量を削減しました。

国の補助金を活用して

太陽光発電設備の導入

を推進しました。

＜評価＞

＜評価＞

脱炭素化推進事業債を

活用したESCO事業に

より、国の支援を受けな

がらLED照明等を導入

しました。

＜評価＞

バッテリー容量や充電設

備の面から、現時点では

収集業務課の業務への

対応が難しいことが判明

しました。

電気使用量の削減や非

化石エネルギーへの転

換を進め、調整後排出係

数による事務事業（業務

部門）のＣＯ２排出量を1

０,0１９t-CO2以下に削

減します。

CO２排出量は

11,034t-CO2（速報

値）でした。

２０２２年度～２０２５年度のまとめ

説明

2025年度評価

太陽光発電設備を設置可

能な公共施設について、

国の補助金等を活用しな

がら設置していきます。

市の環境配慮活動が向上

するよう、省エネルギー

や省資源等に継続的に取

り組みます。

公共施設の太陽光発電シ

ステム等の再生可能エネ

ルギーの導入検討、推進

（本編No.117を分割）

ＰＰＡ事業を進めるに当

たり、国庫補助金（地域

レジリエンス・脱炭素化

を同時実現する公共施

設への自立・分散型エネ

ルギー設置等導入推進

事業）の応募申請をしま

す。

国の補助金を活用しＰＰ

Ａモデルで市内３校に太

陽光発電設備を導入し

ました。

＜評価＞

117
・

別29

別-３２

EVパッカー車の充電設

備設置個所の検討を踏

まえながら、メーカーか

ら情報収集を行い、費用

対効果を検証しつつ、

EVパッカー車に適した

業務の検討を行います。

自動車メーカー及び架

装部メーカーにEVパッ

カー車の仕様と現状に

ついてのヒアリングを行

いました。
廃棄物発電の利活用によ

るEVパッカーの導入を

進めます。

№
個別施策

2025年度計画 2025年度実績
事業計画

117
・

別30

公共施設の省エネ改修

や、省エネ型機器の導入

検討、推進

（本編No.117を分割）

脱炭素化推進事業債の

活用（ESCO事業）によ

り、学校施設のLED化を

進めます。

脱炭素化推進事業債等

を活用し、学校施設等の

ＬＥＤ化を進めました。LED照明など、省エネ機

器の更新が進んでいない

公共施設について、国の

補助金等を活用しながら

導入していきます。

廃棄物発電の利活用によ

るEVパッカー車の導入

（別-23に関連する施策）

116
・

別-28

ひらつかエコモードの取

組の推進

施策の内容①　市の事業活動における環境への配慮
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●施策４ 官民連携・自治体間連携の構築 

（個別施策） 

4

4

他自治体の事例に関す

る情報収集や友好都市

である高山市と意見交

換を通じて、自治体間連

携の構築について研究

しました。

脱炭素化に向けて民間事

業者との連携協定の締結

や、それらの企業同士が

つながる組織体の構築を

進めます。

別-３３

民間事業者との連携によ

る組織体の構築

（新規）

企業連携組織の先進事

例を研究し、事業者ネッ

トワークの構築を進めて

いきます。

事業者による脱炭素経

営の支援を検討すると

ともに、協定締結事業者

と連携し、脱炭素に関す

る補助金の周知や普及

啓発を行いました。

会議やオンラインセミ

ナーにて、市域外からの

再エネ導入に関する先

進事例について情報収

集を行います。

他自治体の取組につい

て、情報収集し、自治体

間連携による再エネ導

入を研究しました。

別-３４

自治体間連携の構築に向

けた検討

（新規）

中長期的な取組として、

市域外からの再エネ導入

を視野に他自治体との連

携を研究します。

2025年度評価

説明
２０２２年度～２０２５年度のまとめ

事業計画

施策の内容①　官民連携・自治体間連携の構築

№
個別施策

2025年度計画 2025年度実績

＜評価＞

協定締結事業者との連

携を活かし、効率的に補

助金等の周知を行いま

した。

＜評価＞

東京都の事例について、

情報収集し、自治体間連

携による再エネ導入を

研究しました。

ZEH普及促進に向け

て、市内ビルダー2社と

協定の締結しました。ま

た、協定締結事業者と連

携して補助金の周知や

コンサート会場での脱炭

素化に関する周知を行

いました。
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4-2 循環型社会の実現に向けて取り組みます 

●施策 1 廃棄物の発生抑制・資源化・適正処理の推進 

（重点施策） 

2025年度評価

№119

２０25年度事業計画 ２０25年度事業実績

家庭系ごみ・事業系ごみの減量化・資源化の啓発を広
く実施します。

家庭系ごみ・事業系ごみの減量化・資源化の啓
発を広く実施しました。

指標

市民一人一日当たりのごみ排出量

年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

目標 849ｇ

個別施策 事業計画

ごみの減量化・資源化に向けた普及啓発
家庭系ごみ・事業系ごみの減量化・資源化の啓
発を広く実施します。

施策の内容①　廃棄物の発生抑制・資源化・適正処理の推進

861ｇ 861ｇ 856ｇ

７８2g818g 765g
747g

(速報値)

評価の説明や課題等

平塚市ごみ通信を年３回（５月、８月、１２月）発行し、市内全域に啓発を行いました。また、多量排出事業者に対し、

指導を行いました。結果として、令和7年度の「市民一人当たりのごみ排出量」は、目標値である８４９gに対し、

747ｇ（速報値）の実績となり、目標を上回りました。
5

実績

２０２２年度～２０２５年度のまとめ

市のホームページや平塚市ごみ通信により、家庭系ごみ・事業系ごみの減量化・資源化を啓発するとともに、多量排出事業者への

指導を実施しました。また、計画期間中の「市民一人当たりのごみ排出量」は、年々減少し、廃棄物の発生抑制・資源化・適正処理が

推進しました。
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2025年度評価

リユースに関する継続的な周知啓発が必要です。
4

２０２２年度～２０２５年度のまとめ

№127

ごみの排出ルールの徹底や指導

評価の説明や課題等

ごみ通信の発行や「ジモティースポット平塚」の開設により、資源化について、周知啓発しました。

２０25年度事業計画 ２０25年度事業実績

【環境政策課】
資源として利用可能なごみをリユースする等、ホーム
ページや平塚市ごみ通信等を通じて、周知啓発を行い
ます。

ごみ通信を年３回発行し、啓発を行いました。ま
た、ジモティーと連携し、市内に気軽にリユース
できる施設として「ジモティースポット平塚」を
開設しました。

資源として利用可能なごみの分別排出を徹底
します。また、減量化・資源化の意識づけと必要
に応じて指導・支援を実施します。

2025年度

25.1%
(速報値)

事業計画

指標

ごみの資源化率

年度 2022年度 2023年度 2024年度

実績 25.1% 25.0% 25.3%

目標 27.9% 28.3% 28.9% 29.5%

施策の内容②　廃棄物の資源化・適正処理の推進

個別施策
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（個別施策） 

4

ー

4

4

4

4

122

ごみ減量化・資源化協力

店の活動を促進します。

№ 2025年度計画 2025年度実績

使用済小型電子機器等の

資源化の促進

＜評価＞

事業の終了

2025年度評価

121

環境にやさしい店舗づく

りの推進

プラごみ削減に向けた普

及啓発 【環境政策課】

ホームページや平塚市

ごみ通信等を通じて、プ

ラスチックごみ適正処理

の啓発を行います。

【収集業務課】

担当課で連携し、プラス

チックごみに係る調査・

研究を行い、適正な分

別、啓発等の検討を行い

ます。

【環境政策課】

ホームページや平塚市

ごみ通信等を通じて、プ

ラスチックごみ適正処理

を啓発しました。

【収集業務課】

ごみの組成調査等、プラ

スチックごみに係る調

査・研究を行いました。

施策の内容①　廃棄物の発生抑制の推進

120

２０２２年度～２０２５年度のまとめ
個別施策

事業計画

食品ロス削減の推進

市民や関係団体の取組

を積極的に支援し、食品

ロスの削減を進めます。

認定ＮＰＯ法人フードバ

ンク湘南と連携し、フー

ドドライブを実施しまし

た。

拡大対象地区の選定、適

切な広報の実施等によ

る市民周知を行い、令和

7年10月に可燃ごみ戸

別収集対象地区を拡充

しました。

県と連携し、市民や関係

団体の取組を積極的に支

援し、まだ食べられるの

に廃棄される「食品ロス」

の削減を進めます。

フードドライブについて

市ウェブや広報ひらつか

にて周知をした結果、前

年度を上回る881ｋｇの

寄付がありました。（令

和６年度は793ｋｇ）

＜評価＞

引続き、適切な広報等の

実施により、戸別収集へ

の理解と協力が得られ

るよう取組む必要があ

ります。

＜評価＞

【環境政策課】

計画通りプラスチックご

みの削減に向けた啓発

を実施しました。今後、

情報発信の方法や、紙面

等の見やすさ・分かりや

すさに留意し、啓発を

行っていきます。

【収集業務課】

引続き、ごみの組成調査

等、プラスチックごみに

係る調査・研究を行う必

要があります。

プラスチックごみの削減

に向けた適正処理の啓発

を行います。

海洋プラスチック問題

県や他自治体、市民団体

等と連携して、啓発や清

掃活動に取り組みます。

県や他自治体、市民団体

等と連携し、相模川ク

リーンキャンペーンを実

施しました。

可燃ごみの戸別収集拡充

可燃ごみ戸別収集の対

象地区を段階的に拡充

します。

125

可燃ごみの戸別収集の対

象地区を拡充します。

124

＜評価＞

＜評価＞

海洋プラスチック問題に

ついて、県や他自治体、

市民団体等と連携して、

啓発や清掃活動に取り組

みます。

123

県や他自治体、市民団体

等による活動の周知・啓

発や、ひらつか環境フェ

アにおけるワークショッ

プ等の啓発活動を通じ、

海洋プラスチック問題に

対する意識醸成を図る

とともに、相模川の清掃

活動を促進しました。

【環境政策課】

ホームページや平塚市

ごみ通信等を通じて、プ

ラスチックごみ適正処理

を啓発しました。

【収集業務課】

プラスチックごみに係る

調査・研究を行い、適正

な分別、啓発等の検討を

行いました。

可燃ごみ戸別収集の対

象地区を段階的に拡充

しました。

市ウェブに加え、令和６

年度から広報ひらつか

でも周知した結果、寄付

量が飛躍的に増加し、食

品ロス削減に寄与しまし

た。

レジ袋有料化等、現在の

環境に関する社会の取

組状況を踏まえ、事業の

継続について検討し、事

業を終了しました。

小型家電回収ＢＯＸによ

る回収に加え、民間委託

により不燃ごみに含ま

れる使用済小型電子機

器等（制度対象品目）を

選別収集することによ

り、資源化を促進しまし

た。

＜評価＞

小型家電回収ＢＯＸによ

る回収に加え、民間委託

により不燃ごみに含ま

れる使用済小型電子機

器等（制度対象品目）を

選別収集することによ

り、資源化が促進されま

した。

説明

小型家電回収ＢＯＸによ

る回収に加え、民間の力

を活用して不燃ごみに

含まれる使用済小型電

子機器等（制度対象品

目）の資源化の促進に取

り組み、さらなる資源化

の施策を推進します。

小型家電回収ＢＯＸによ

る回収に加え、民間の力

を活用して不燃ごみに含

まれる使用済小型電子機

器等（制度対象品目）の資

源化の促進にも取り組み

ます。

県や他自治体、市民団体

等との連携により相模

川クリーンキャンペーン

を開催し、清掃活動を行

うとともに、広報等で活

動内容を周知・啓発しま

した。

小型家電回収BOXを各

地区公民館など市関連

施設（31施設）に設置し

て18トンを回収、また、

民間委託をしている不

燃ごみ収集運搬業務に

おいて、不燃ごみに含ま

れる使用済小型電子機

器等（制度対象品目）を

選別収集して8トン、合

計26トンの小型家電を

認定事業者に引き渡す

ことで資源化の促進に

取り組みました。

レジ袋有料化等、現在の

環境に関する社会状況

を踏まえ、事業の継続に

ついて検討します。

①市内のマイバック持参

率が８０％を超え、マイ

バック・マイボトルの使用

が定着

②過剰包装の廃止や再

生品等の販売、食品ロス

削減の取組など、環境に

配慮した取組が定着した

ことにより事業を終了し

ました。
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4

4

4

4

【環境政策課】

担当課で連携し、国等の

動向を注視しながら、プ

ラスチック使用製品廃棄

物の資源循環を促進す

る事業スキーム構築に

向けた研究を行いまし

た。

【収集業務課】

国等の動向を注視しな

がら、プラスチック使用

製品廃棄物の資源循環

を促進する事業スキー

ム構築に向けた研究を

行いました。

令和４年度から令和６年

度までは、地域脱炭素プ

ラットフォームや環境省

主催のオンラインセミ

ナーなどを活用し、先進

自治体におけるバイオマ

ス発電施設の導入事例

や関連技術に関する情

報を収集し、バイオマス

発電施設の誘致に向け

た研究を進めました。

また、令和７年度には、

小型バイオマス発電設備

の販売事業者から製品

説明を受け、多量排出事

業者へ情報を提供しまし

た。

計画通り、ごみ焼却施設

焼却残さを100％資源

化しました。

市民にごみの適正排出

を啓発し、剪定枝の戸別

収集を行うことにより、

剪定枝の資源化に努め

ました。

引続き、広報等の実施に

より、市民に対し剪定枝

資源化への理解と協力

が得られるよう取り組

む必要があります。

引続き、広報等の実施に

より、資源化への理解と

協力が得られるよう取

り組む必要があります。

＜評価＞

計画通り、ごみ焼却施設

焼却残さを100％資源

化しました。

＜評価＞

市民にごみの適正排出

を啓発し、剪定枝の戸別

収集を行うことにより、

剪定枝の資源化に努め

ます。

施策の内容②　廃棄物の資源化・適正処理の推進

2025年度計画

焼却残さの資源化の推進
計画通り、ごみ焼却施設

焼却残さを100％資源

化します。

焼却残さを100％資源

化しました。ごみ焼却施設の焼却残さ

を資源化します。

129

バイオマス発電施設の誘

致に向けた検討

バイオマス発電など、再

生可能エネルギー発電

設備の誘致について、研

究を進めます。

小型バイオマス発電設備

の販売事業者から製品

説明を受け、多量排出事

業者へ情報を提供しまし

た。

バイオマス発電など、再生

可能エネルギー発電設備

の誘致について、研究を

進めます。

128

国等の動向を注視しなが

ら、プラスチック使用製品

廃棄物の資源循環を促進

する事業スキーム構築に

向けた研究を行います。

№

130

２０２２年度～２０２５年度のまとめ

プラごみ削減の事業ス

キーム構築に向けた研究

担当課で連携し、国等の

動向を注視しながら、プ

ラスチック使用製品廃棄

物の資源循環を促進す

る事業スキーム構築に

向けた研究を行います。

【環境政策課】

担当課で連携し、国等の

動向を注視しながら、プ

ラスチック使用製品廃棄

物の資源循環を促進す

る事業スキーム構築に

向けた研究を行いまし

た。

【収集業務課】

ごみの組成調査等、担当

課で連携し、プラスチッ

ク使用製品廃棄物の資

源循環を促進する事業

スキーム構築に係る調

査、研究を行いました。

剪定枝の予約制各戸収集

を行い、二宮町ウッドチッ

プセンターへ搬入し、資

源化量の向上を推進しま

す。

市民にごみの適正排出

を啓発し、家庭系158ト

ン、公共系593トン、合

計751トンの剪定枝の

戸別収集を実施しまし

た。

個別施策

事業計画

126

剪定枝の有効利用

2025年度実績

令和4年度から令和6年

度にかけて、バイオマス

発電施設の導入事例や

関連技術に関する情報

を収集し、研究を進め、

令和7年度には多量排

出事業者へ製品の情報

を提供しました。

＜評価＞

2025年度評価

説明

【環境政策課】

既存施設の設備や運営

体制では実施が困難で

あり、他自治体の視察、

ごみの組成調査等収集

体制も含め、プラスチッ

ク使用製品廃棄物の資

源循環について調査、研

究を行う必要がありま

す。

【収集業務課】

引続き、ごみの組成調査

等、国等の動向を注視し

ながら、プラスチック使

用製品廃棄物の資源循

環を促進する事業ス

キームに係る調査、研究

を行う必要があります。

＜評価＞
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4

4

公益財団法人かながわ

海岸美化財団と連携し、

平塚海岸等に漂着・散乱

したごみを市施設で処

理しました。

広域での分別収集につ

いて、適切な運用を行い

ました。

２０２２年度～２０２５年度のまとめ

132

海岸ごみの処理
＜評価＞

かながわ海岸美化財団

等と連携し集めた海洋

プラスチックごみを、環

境事業センター及び粗

大ごみ破砕処理場にて

111ｔ処理しました。

＜評価＞

広域での分別収集につ

いて、適切な運用を行い

ました。

分別収集区分の統一に

係るマニュアルを運用し

ます。

マニュアルに基づいた分

別収集について、適切な

運用を行いました。

分別収集区分の統一に係

るマニュアルを運用し、適

正な分別収集を推進しま

す。

広域的なごみ処理の推進

131

公益財団法人かながわ

海岸美化財団と連携し、

平塚海岸等に漂着・散乱

したごみを市施設で処

理します。

公益財団法人かながわ

海岸美化財団と連携し、

平塚海岸等に漂着・散乱

したごみを市施設で処

理しました。

公益財団法人かながわ海

岸美化財団と連携し、平

塚海岸等に漂着・散乱し

たごみを市施設で処理し

ます。

№
個別施策

2025年度計画 2025年度実績
事業計画

2025年度評価

説明
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●施策２ 不法投棄防止施策の推進 

（個別施策） 

4

4

4

警察との意見交換等を

継続的に行いました。ま

た、調査が必要な悪質な

事案について、警察と証

拠物（廃棄物）の保管や

情報提供について連携

することで、解決に至っ

た件数が増加しました。

135

不法投棄物の追跡調査と

回収

警察をはじめとした関係

機関と連携しながら、調

査と回収に取り組みま

す。

警察をはじめとした関係

機関と連携し、調査と回

収に取り組んだ結果、7

件の行為者特定につな

げ、適正に処理されまし

た。

施策の内容①　不法投棄防止対策の推進

№
個別施策

2025年度計画 2025年度実績 ２０２２年度～２０２５年度のまとめ

事業計画

関係機関と連携しなが

ら、看板掲出等に努め、

適正排出を啓発しまし

た。

＜評価＞

＜評価＞

日常的に投棄されてい

た場所での、排出頻度及

び排出量減少を確認し

ました。また、新たに投

棄される場所について

認識ができ、対策を検討

することができました。

＜評価＞

2025年度評価

説明

134

不法投棄防止に向けた普

及啓発

県をはじめとした関係機

関と協力しながら看板掲

出等により適正排出を

啓発します。

133

県をはじめとした関係機

関と協力しながら34枚

の看板掲出等により適

正排出を啓発しました。

県をはじめとした関係機

関と協力しながら看板掲

出等により適正排出を啓

発します。

県をはじめとした関係機

関と連携したパトロール

を４回実施することに加

え、日常的なパトロール

箇所の精査を行い、効果

的な対策を検討しまし

た。

県をはじめとした関係機

関と連携したパトロール

の実施及び日常的なパト

ロール強化を図り、不法

投棄の防止、早期発見に

努めます。

警察をはじめとした関係

機関と連携しながら、調

査と回収に取り組みま

す。

不法投棄防止パトロール

の実施

県をはじめとした関係機

関と連携したパトロール

の実施及び日常的なパ

トロール強化を図り、不

法投棄の防止、早期発見

に努めます。

警察をはじめとした関係

機関と連携し、調査と回

収に取り組みました。

県をはじめとした関係機

関と連携しながら、看板

掲出等に努め、適正排出

を啓発しました。

県をはじめとした関係機

関と連携したパトロール

の実施及び日常的なパ

トロール強化を図り、不

法投棄の防止、早期発見

に努めました。
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5-1 環境教育・環境学習を推進します 

●施策 1 幼稚園・小中学校などにおける環境教育の充実 

（重点施策） 

2025年度評価

57校・園 58校・園

実績 58校・園 ５7校・園

個別施策 事業計画

わかば環境ISOの推進
わかば環境ＩＳＯを通した環境配慮活動に、幼稚
園・認定こども園・学校で取り組むことで、子ど
もたちの環境に対する意識を育みます。

№136 ２０25年度事業計画 ２０25年度事業実績

各学校・園の担当者研修会やウェブサイトにて取り組み
メニューの情報共有を行うことで、各学校・園が独自に
取組んでいるメニューの充実を促し、取組を普及促進し
ます。

わかば環境ISOを実施し、５７校・園が参加しま
した。

5９校・園 5９校・園

57校・園 58校・園

①　幼稚園・保育園・認定こども園・小中学校での環境学習の推進

指標

参加校・園数

年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

目標

評価の説明や課題等

幼稚園の閉園や園舎の改修等の影響により２園少なったことで５７校・園となりましたが、多くの学校・園で継続し

て取り組みました。4

２０２２年度～２０２５年度のまとめ

市内教育機関が継続して取り組むことで、園児、児童、生徒の環境に対する意識を育みました。

 

5 市民・事業者等による環境保全活動を促進します 
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（個別施策） 

4

事業計画

137

保育園における環境への

取組の促進

緑のカーテンの設置や

節水などに取り組みま

す。また、廃材を利用し

た作品を作るなど、環境

配慮への取り組み及び

啓発を行います。

節水・節電の呼びかけや

廃材を利用した作品の

製作、ゴミの分別、ゴミ

の削減(使用済み封筒・

菓子袋をゴミ袋として利

用)、コドモンを利用し

た、掲示物のペーパーレ

ス化、カレンダー・地図紙

を使用してのお絵かき、

印刷後の裏紙の再印刷

やメモ紙利用は、全園で

取り組みました。

また、緑のカーテンの設

置（3園）、バケツコンポ

スターでたい肥作り（給

食の野菜の皮を利用し、

生ごみ削減）（2園）、賞

味期限切れにならない

ための食品利用のクッキ

ング（6園）、育てた稲の

わら、サツマイモの蔓を

利用したリース作り（6

園）、給食の野菜くずを

米ぬかと混ぜて堆肥化

し畑に利用（1園）等を行

いました。

①　幼稚園・保育園・認定こども園・小中学校での環境学習の推進

№
個別施策

2025年度計画 2025年度実績 ２０２２年度～２０２５年度のまとめ

緑のカーテンの設置や節

水などに取り組みます。

また、廃材を利用した作

品を作るなど、イベント等

で積極的にリサイクルを

行います。

全園で環境配慮への取

組が浸透しました。

2025年度評価

説明

＜評価＞

全園で環境配慮への取

組が浸透しています。引

き続き運営に支障のな

い範囲で工夫して環境

配慮に努めます。

 



69 

 

5

4

4

【収集業務課】

小学４年生を対象にご

み学級を実施し、環境学

習の機会を提供します。

また、乳幼児を対象にご

み収集車見学会を実施

し、環境学習のきっかけ

を提供します。

【環境政策課】

環境・地球温暖化対策出

前講座を通じて、子ども

たちへの啓発を行いま

す。

【収集業務課】

小学4年生を対象にした

ごみ学級を26校

（1,751人）で実施しま

した。また、乳幼児を対

象にごみ収集車見学会

を27園（2,009人）で

実施しました。

【環境政策課】

学校等で出前講座を実

施し、子どもたちに環境

問題について啓発しまし

た。

学校などで出前教室を開

催するなどして、子ども

たちへの啓発を進めま

す。また、ごみ学級を環境

事業センターで実施しま

す。

学校での出前教室等の開

催

②　学校などでの環境学習の支援

№
個別施策

2025年度計画 2025年度実績 ２０２２年度～２０２５年度のまとめ

事業計画

138

【環境政策課】

ウェブサイト「ひらつか環

境学習ガイド」により、情

報提供を行います。ま

た、環境学習教材を貸し

出します。

【教育研究所】

「わたしたちの平塚」を

一部改訂し、市内小学３

年生に配布します。

【環境政策課】

ウェブサイトで「ひらつか

環境ガイド」により情報

提供しました。

【教育研究所】

「わたしたちの平塚」を

一部改訂し、市内小学３

年生に配布しました。

「わたしたちの平塚」を小

学校3年生へ配布し、身近

な環境に関する学習機会

を提供します。

環境学習教材の貸し出し

を実施します。また、ウェ

ブサイト「ひらつか環境学

習ガイド」により、情報提

供を行います。

140

エネルギーの環境学習

企業や市民団体と連携

してエネルギーに関する

教育を推進します。

市民団体と連携し、こど

も環境教室（エネルギー

編）等を実施しました。
市民団体や企業等と連携

し、エネルギーの環境教

育を進めます。

139

環境学習教材や情報の提

供

【収集業務課】

小学４年生を対象にご

み学級を実施し、環境学

習の機会を提供しまし

た。また、乳幼児を対象

にごみ収集車見学会を

実施し、環境学習のきっ

かけを提供しました。

【環境政策課】

学校等で出前講座を通

じて子どもに環境問題

について啓発しました。

【環境政策課】

継続的に情報発信する

ことで、学校などでの環

境学習を支援しました。

【教育研究所】

副読本「わたしたちの平

塚」の一部改訂を継続し

て行い、市内小学3年生

へ配布しました。最新の

情報を反映させること

で、児童に対し身近な環

境に関する学習機会を

継続して提供しました。

企業や市民団体と連携

し、エネルギーに関する

環境教育を推進しまし

た。

2025年度評価

説明

＜評価＞

【収集業務課】

ごみ学級では、ごみの分

け方・出し方など、ごみ

に関するモラル向上を

図りました。

ごみ収集車見学会は、昨

年度同様、公立保育園

等、私立保育園等及び幼

稚園で実施しました。

【環境政策課】

小中学校、保育園で１０

回開催し、延べ６７４人が

受講しました。

＜評価＞

【環境政策課】

ウェブサイトにて継続し

て情報提供しました。

【教育研究所】

環境行政などについて、

子どもでも分かるよう

に記載している「わたし

たちの平塚」を市内小学

３年生に予定数量配布し

ました。

＜評価＞

市民団体との連携によ

るこども環境教室の開

催や企業や市民団体と

の連携による環境フェア

を開催しました。
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●施策 2 地域における環境教育・環境学習の充実 

（重点施策） 

2025年度評価

17回

個別施策 事業計画

市民活動団体等と連携した出前講座等の実施
ひらつか環境ファンクラブと連携して、環境・地
球温暖化対策出前講座を開催します。

№146
２０25年度事業計画 ２０25年度事業実績

社会的情勢を踏まえて、メニューを見直し、環境・地球
温暖化対策出前講座を開催します。

ひらつか環境ファンクラブと連携して、環境・地
球温暖化対策出前講座を１５回、みどりのカー
テンづくり相談会を１回開催しました。

15回 15回 15回 16回

実績

②　幅広い年齢層を対象にした環境学習の促進

16回 18回 15回

指標

講座開催回数

年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

目標

4

２０２２年度～２０２５年度のまとめ

事業計画期間を通じて、多くの市民が出前講座等を受講し、幅広い年齢層を対象にした環境学習の機会を設けました。

評価の説明や課題等

出前講座を15回開催するとともに、みどりのカーテン相談会や緑化まつりでの環境教室等で学習の場を設けま

した。
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2025年度評価

600人 700人

実績 ２３８人 700人 1200人 490人

3

２０２２年度～２０２５年度のまとめ

事業者や市民団体と連携し、毎年環境フェアを開催しました。多様な環境教室、パネル展示等を通じて、親子を対象に環境への意識

を啓発しました。

参加者数

年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

評価の説明や課題等

500人

会場の変更等により、来場者数は約４９０人となり、前年度より減少しましたが、新たに公共交通機関や徒歩・自転

車の利用を促進するエコ来場を呼びかけました。

指標

②　幅広い年齢層を対象にした環境学習の促進

目標 150人

２０25年度事業計画 ２０25年度事業実績

市民団体等と協働し、子どもや親子を対象に環境への
意識啓発と体験学習のイベントを実施します。

７月２７日（日）に開催した環境フェアにおいて、
環境教室、パネル展示及び電気自動車の啓発事
業を実施し、約４９０人が参加しました。

個別施策 事業計画

ひらつか環境フェアの実施
市民団体等と協働し、子どもや親子を対象に環
境への意識啓発と体験学習のイベントを実施し
ます。

№147
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（個別施策） 

4

ー

4

2025年度評価

説明

＜評価＞

川編、里山編、エネル

ギー編等の様々なテー

マの環境教室を開催し、

子どもの環境学習の機

会を提供しました。

＜評価＞

びわっ子クラブを予定回

数実施し、目標を達成し

ました。会員である青少

年自身の手で、野菜収穫

や調理を体験していた

だき、野外活動の素晴ら

しさを体感いただく内容

で実施しました。

会員である青少年自身

の手で、野菜収穫や調理

を体験することで、野外

活動の素晴らしさを体

験しました。

令和８年度以降も継続し

て、事業を実施します。

教職員の負担軽減や子

どもの夏休み中の学習

環境の変化などから、各

学校への募集案内を廃

止しました。
環境ポスターコンクール

を実施します。

令和５年度までは、市内

小中学校を対象に環境

省及び３Ｒ活動推進

フォーラム主催の3R促

進ポスターコンクールを

募集しました。令和６年

度以降は、教職員の負担

軽減や子どもの夏休み

中の学習環境の変化な

どから、各学校への募集

案内を廃止しました。

141

子ども環境教室の開催

継続して、こども環境教

室を実施します。内容は

社会的情勢を踏まえ、検

討します。

開催回数：３回

こども環境教室を３回

（川編、里山編、エネル

ギー編）実施しました。

【川編】

参加人数：９4人

開催日：令和７年７月１９

日（土）

【里山編】

参加人数：１７人

開催日：令和７年１１月９

日（日）

【エネルギー編】

参加人数：２２人

令和７年１２月２１日（日）

子ども環境教室（海岸編、

里山編、金目川の生き物

観察会等）を実施します。

計画に沿ってこども環

境教室（川編、里山編、エ

ネルギー編）を開催しま

した。

＜評価＞

教職員の負担軽減や子

どもの夏休み中の学習

環境の変化などから、各

学校への募集案内を廃

止しました。

142

環境ポスターコンクール

の実施

ー

①　子どもを対象とした環境教室等の開催

びわ青少年の家で、農作

業や収穫物体験教室（び

わっ子クラブ）を会員32

名で年8回開催します。

びわ青少年の家で、農作

業や収穫物体験教室（び

わっ子クラブ）を会員32

名で年10回開催しまし

た。

こども自然体験教室(び

わっ子クラブ )で、農作業

や収穫物の加工・創作活

動などを行います。

№
個別施策

2025年度計画 2025年度実績

143

こども自然体験教室の開

催

２０２２年度～２０２５年度のまとめ

事業計画
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5

5

4

4

2025年度評価

説明

2025年度評価

説明

市民向けの講座や環境

保全団体の活動を紹介

するパネル展示等を通

じ、環境保全に関わる

リーダー等の養成に努

めました。

＜評価＞

ひらつか環境セミナーに

おいて、地球温暖化対策

の啓発を行うとともに、

環境保全活動に取り組

む市民団体の紹介を行

いました。

また、環境保全団体の活

動を紹介するパネル展

示を開催し、環境保全活

動の内容を周知しまし

た。

行事の参加者では昆虫

などの観察や学習を通

じて、身の周りの環境と

生物の関わりを学び、野

生生物への理解が促進

されました。また、市民

団体を中心に、植物標本

の整理とデータ化を実

施し資料を蓄積しまし

た。

③　人材育成

148

環境保全に関わるリー

ダー等の養成

＜評価＞

【青少年課】

野外活動の素晴らしさ

を体感するイベントを予

定回数を実施し、その他

にも野外炊事体験など

ができるイベントを２回

実施しました。

その他イベントについて

は、広報ひらつかやホー

ムページ等で参加者を

募集し、広く当施設を周

知しました。今後も新た

なイベントを企画・検討

します。

【中央公民館】

海や山等、身近なテーマ

から環境問題について

考える講座や、地域の自

然環境を活用した講座

を実施しました。今後

は、さらに環境関連の講

座を増やしていけるよ

う努めていきます。

＜評価＞

【青少年課】

野外活動の素晴らしさ

を体感するびわっ子クラ

ブを予定回数実施しまし

た。その他にも野外炊事

体験などができるイベン

トを４回実施しました。ま

た、募集に当たっては広

報ひらつかやホーム

ページ等で参加者を募

集し、広く当施設を周知

しました。今後も新たな

イベントを企画・検討しま

す。

【中央公民館】

地域の自然環境を考え

る講座や身近なテーマ

から環境を考える講座

を年間11～20講座を

実施しました。今後も地

域の学習ニーズを掴み、

継続して講座を開催して

いきます。

野生動植物に関する調

査や自然観察などの行

事を開催しました。また、

市内の植物相の状況調

査と植物標本の整理を

行いました。

事業計画期間を通じて、

多くの市民が出前講座

等を受講し、幅広い年齢

層を対象にした環境学

習の機会を設けました。

146

145

144

市民活動団体等と連携し

た出前講座等の実施

ひらつか環境ファンクラ

ブと連携して、環境・地球

温暖化対策出前講座を開

催します。

＜評価＞

出前講座を15回開催す

るとともに、みどりの

カーテン相談会や緑化ま

つりでの環境教室等で

学習の場を設けました。

【青少年課】

「びわっ子クラブ」では、

会員である青少年自身

の手で、野菜収穫や調理

を体験していただき、野

外活動の素晴らしさを

体感いただく内容で予

定回数を実施しました。

その他にも野外炊事体

験などができるイベント

を４回開催し、合計33グ

ループ130名が参加し

ました。

【中央公民館】

「相模川クリーンキャン

ペーン」や「砂イルカを作

ろう！」、「どんぐり工作」

など、地域のニーズに合

わせた講座を実施しまし

た。（計16事業、参加者

数延べ405人）

地域の学習ニーズを把握

し、地域の自然環境や地

域人材、団体等と協働し、

環境を身近に感じるよう

な催しや講座等を開催し

ます。

博物館における環境に関

する講座等の開催

野生動植物に関する調

査や自然観察等の行事

を開催します。また、市

内の植物相の状況調査

と植物標本の整理を行

います。

自然観察などの行事は

延べ26回開催し185人

が参加しました。また、市

民グループが主体とな

り、館蔵植物標本の整理

とデータ化を行いまし

た。

野生動植物に関する調査

や自然観察などの行事を

開催します。また、市内の

植物相の状況調査と植物

標本の整理を行います。

青少年育成・生涯学習等

における環境学習の促進

【青少年課】

びわ青少年の家で、農作

業や収穫物体験教室（び

わっ子クラブ）を会員32

名で年8回開催します。

また、市内在住者等を対

象とした野外ＢＢＱ等の

イベントを定期的に公募

し、開催します。

【中央公民館】

地域の学習ニーズを把

握し、地域の自然環境や

地域人材・団体を活用し

た講座を行います。

社会的情勢を踏まえて、

メニューを見直し、環境・

地球温暖化対策出前講

座を開催します。

ひらつか環境ファンクラ

ブと連携して、環境・地

球温暖化対策出前講座

を１５回、みどりのカー

テンづくり相談会を１回

開催しました。

事業計画
２０２２年度～２０２５年度のまとめ

②　幅広い年齢層を対象にした環境学習の促進

№
個別施策

2025年度計画 2025年度実績 ２０２２年度～２０２５年度のまとめ

事業計画

№
個別施策

2025年度計画 2025年度実績

ひらつか環境ファンクラ

ブ大会及び環境保全団

体の活動を紹介するパ

ネル展示を実施します。

ひらつか環境セミナー

「地球温暖化とわたした

ちの未来」を開催しまし

た。

参加人数：６４人

開催日：令和８年３月２２

日（日）

また、環境保全団体の活

動を紹介するパネル展

を開催しました。

環境保全活動などに積極

的に取り組む市民（リー

ダーやコーディネーター）

養成のため、環境市民講

座等の開催や啓発を行い

ます。
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5-2 市民等の取組や連携を支援します 

●施策 1 市民活動や企業の取組に対する支援 

（重点施策） 

2025年度評価

個別施策 事業計画

ひらつか環境ファンクラブの活動の促進
ひらつか環境ファンクラブのイベントへの出展
支援や活動発表会の開催を支援します。

№153
２０25年度事業計画 ２０25年度事業実績

ひらつか環境ファンクラブ団体会員数を31団体に増や
します。

ひらつか環境ファンクラブが行う事業に対し技
術的な支援を行いました。
なお、団体会員数は、２９団体から増減がありま
せんでした。

指標

ひらつか環境ファンクラブ団体会員数

年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

目標
団体会員
30団体

団体会員
30団体

団体会員
31団体

団体会員
31団体

③　環境保全団体のネットワークづくりの促進

団体会員
２９団体

評価の説明や課題等

ひらつか環境ファンクラブが主催するイベントの支援、又はひらつか環境ファンクラブが他の主体が主催するイベ

ント等に出展する際の支援を行うことで、当該団体の活動の促進を図りました。

なお、団体会員数は、２９団体から増減がありませんでした。
4

２０２２年度～２０２５年度のまとめ

ひらつか環境セミナーやパネル展での活動紹介を支援し、ひらつか環境ファンクラブの活動を促進しました。

団体会員
２９団体

団体会員
２９団体

団体会員
29団体

実績
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（個別施策） 

4

4

4

4

２０２２年度～２０２５年度のまとめ

事業計画

2025年度評価

説明

＜評価＞

ホームページでは法令

改正や電子申請に関す

る情報を随時発信しまし

た。

「災害時、事故時におけ

る留意事項及び平時の

備え」というテーマで、企

業説明会を開催しまし

た。

事業者にメールアドレス

登録を呼びかけ、登録が

あった事業所に法令改

正に関する情報をメー

ル配信しました。

152

公害関係法令に関する情

報提供

ウェブサイトで、随時情

報発信を行います。ま

た、チラシや事業者説明

会による周知を行いま

す。

ホームページで法令改

正、電子申請や環境測定

結果に関する情報を随

時発信しました。

災害時、事故時の対応と

備えについて、事業者に

啓発する内容の企業説

明会を開催しました。

県条例の手続きに関す

るお知らせ等の情報を

メールアドレスを登録し

ている事業所に配信し

ました。

開発行為の事前協議や、

特定建設作業の届出で

窓口に相談に来た業者

に対し、環境法令の規制

内容をまとめたチラシを

配布しました。

ウェブサイトで、随時情報

発信を行います。また、チ

ラシや事業者説明会によ

る周知を行います。

151

環境に配慮した活動の推

進 平塚地区環境対策協議

会の活動等を通じて、企

業間の交流や環境負荷

の低減への取組を促進

します。

平塚地区環境対策協議

会の活動を通じて、市内

事業者の環境に配慮し

た活動を支援しました。

まちづくりわいわい塾、

まちづくり探偵団の開催

方法等について、検討を

進めました。

計画通り、スケッチ展及

び景観パネル展を開催

し、景観に関する情報提

供や啓発、市内企業の景

観に配慮した取組の紹

介等を行うことで市民

によるまちづくりを支援

しました。

事業計画期間を通して、

市内事業者で構成され

る団体の環境配慮活動

を支援し、企業間の交流

や環境負荷の低減への

取組を促進しました。

メールやチラシなどを通

じて様々な法令上の知

識を伝えるとともに、企

業説明会を通じて、事業

者への環境保全対策の

推進や災害時の備えな

ど、環境に配慮しながら

操業を続けるための啓

発活動を行うことがで

きました。

＜評価＞

まちづくりわいわい塾、

まちづくり探偵団の開催

方法等について、検討を

進めました。

計画通り、スケッチ展及

び景観パネル展を開催

し、景観に関する情報提

供や啓発、市内企業の景

観に配慮した取組の紹

介等を行うことで市民

によるまちづくりを支援

しました。

＜評価＞

市内事業者で構成され

る団体の環境配慮活動

を支援しました。

平塚地区環境対策協議会

の活動等を通じて、企業

間の交流や環境負荷の低

減への取組を促進しま

す。

市民によるまちづくりの

支援

②　企業による地域の環境保全活動へ支援

150

149

【環境政策課】

地区美化推進委員長連

絡協議会の活動支援を

行います。

【みどり公園・水辺課】

公園愛護会・緑化モデル

団体の活動支援を行い

ます。

【環境政策課】

事務局として地区美化

推進連絡協議会の運営

を支援しました。また、地

区美化推進委員会に対

し「美化運動推進事業補

助金」を交付しました。

【みどり公園・水辺課】

○緑化モデル団体

登録団体へ花配布(年２

回)を行いました。また、

新たにモデル団体を1団

体増やし、地域の緑化を

促進しました。

○公園愛護会

１６１団体へ交付金を交

付し、公園愛護会連絡協

議会総会の対面開催、役

員会の開催、会報の発行

を行いました。

地区美化推進委員長連絡

協議会や公園愛護会・緑

化モデル団体の活動支援

を行います。

環境保全活動団体への支

援

まちづくりわいわい塾、

まちづくり探偵団の開催

方法等について、検討を

進めます。

スケッチ展の開催、景観

まちづくりに関連する事

業の紹介や景観パネル

展を開催して、情報提供

等を行うことにより、市

民によるまちづくりを支

援します。

まちづくりわいわい塾、

まちづくり探偵団の開催

方法等について、検討を

進めました。

計画通り、スケッチ展及

び景観パネル展を開催

し、景観に関する情報提

供や啓発、市内企業の景

観に配慮した取組の紹

介等を行うことで市民

によるまちづくりを支援

しました。

まちづくりわいわい塾、ま

ちづくり探偵団の開催、

スケッチ展の開催、景観ま

ちづくりに関連する事業

の紹介や景観パネル展を

開催して、情報提供等を

行うことにより、市民に

よるまちづくりを支援し

ます。

個別施策
2025年度計画 2025年度実績

【環境政策課】

地区美化推進委員長連

絡協議会の活動を継続

して支援し、まちぐるみ

大清掃をはじめとする、

市民の自主的な美化活

動が円滑に実施される

よう、各地区に補助金の

交付を行いました。

また、美化推進モデル地

区に指定された団体に

対して、クリーンひらつ

か指導員の派遣や清掃

物品の提供又は貸与に

よる支援をしました。

【みどり公園・水辺課】

計画的に公園愛護会・緑

化モデル団体の活動を

支援しました。

＜評価＞

【環境政策課】

地区美化推進連絡協議

会が滞りなく運営されま

した。また、補助金によ

り、各地区において清掃

活動・美化推進活動が円

滑に実施されました。

【みどり公園・水辺課】

計画的に公園愛護会・緑

化モデル団体の活動を

支援しました。

①　市民の環境保全活動に対する支援

№

 


